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Summary

     This paper discusses the relationships with American culture of three 20th century Italian 
writers—Cesare Pavese, Italo Calvino, and Umberto Eco—investigating images of “America” 
seen in their work.
     Although the three were born in different periods and belonged to different generations, they 
do exhibit a number of similarities and connections: they all grew up in northwest Italy, gradu- 
ated from the University of Turin, worked not only as novelists but also as critics and editors, 
had a significant interest in American culture, and were influenced by it. Notably, Calvino and 
Eco both wrote about Pavese’s relationship with American culture and the so-called “American 
myth” of the 1930s.
     In order to explore their complex and multifaceted relationships with American culture, as 
well as similarities and differences among the writers, this paper analyzes both essays and fiction 
produced by them that are related to American society, culture, and people, including Pavese’s 
American Literature and Other Essays, The Moon and the Bonfire, and “The Failed Adventurer”; 
Calvino’s “Dollars and the Demimondaine” and An Optimist in America; and Eco’s “The Ameri- 
can Myth in Three Anti-American Generations” and The Mysterious Flame of Queen Loana.
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Es
sa

ys
　
—

は
じ
め
に

　
本
論
文
で
は
、
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
、
イ
タ
ロ
・
カ
ル
ヴ
ィ
ー

ノ
、
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
の
三
人
の
イ
タ
リ
ア
の
作
家
の
ア
メ
リ
カ
文

化
1
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の
言
葉
か
ら
浮
か
び

上
が
る
ア
メ
リ
カ
及
び
ア
メ
リ
カ
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
分
析
・
考

察
す
る
。

　
こ
の
三
人
の
作
家
は
そ
れ
ぞ
れ
に
ア
メ
リ
カ
文
化
に
強
い
関
心
を
持

ち
つ
づ
け
、
ア
メ
リ
カ
文
化
か
ら
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
た
。
ま
た
、

三
人
の
作
家
は
ア
メ
リ
カ
文
化
へ
の
関
心
以
外
に
も
複
数
の
共
通
点
や

接
点
を
持
つ
。
属
す
る
世
代
は
異
な
る
も
の
の
、
三
人
と
も
イ
タ
リ
ア
北

西
部
で
育
っ
た
の
ち
に
ト
リ
ノ
大
学
を
卒
業
し
て
お
り
、
イ
タ
リ
ア
北
西

部
の
風
土
・
文
化
、
特
に
ト
リ
ノ
の
知
的
・
文
化
的
環
境
か
ら
影
響
を
受

け
て
い
る
。
ま
た
、
三
人
は
小
説
家
と
し
て
の
み
な
ら
ず
批
評
家
・
編
集

者
と
し
て
も
活
躍
し
て
お
り
、
批
評
や
編
集
の
仕
事
を
通
し
て
世
界
の
優

れ
た
研
究
書
や
文
学
作
品
を
イ
タ
リ
ア
の
読
者
に
紹
介
し
届
け
た
と
い

う
点
に
お
い
て
も
共
通
し
て
い
る
。

　
三
人
の
う
ち
最
も
上
の
世
代
に
属
す
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ

と
エ
ー
コ
両
者
に
と
っ
て
重
要
な
作
家
で
あ
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
作
家
と
し
て
の
才
能

ア
メ
リ
カ
へ
の
ま
な
ざ
し
―
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
、
エ
ー
コ
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
久
保
真
理
江

を
い
ち
早
く
見
抜
い
た
の
は
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
で
あ
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
小

説
『
く
も
の
巣
の
小
道
』
は
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
が
エ
イ
ナ
ウ
デ
ィ
社
の
創
業

者
ジ
ュ
リ
オ
・
エ
イ
ナ
ウ
デ
ィ
に
薦
め
た
こ
と
に
よ
り
、
エ
イ
ナ
ウ
デ
ィ

社
か
ら
出
版
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。『
く
も
の
巣
の
小
道
』
が
出
版
さ

れ
た
一
九
四
七
年
に
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
こ
の
小
説
の
書
評

2
を
発
表
し
て
お

り
、
そ
の
言
葉
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
作
家
と
し
て
の
才
能
や
特
質
を
い

ち
早
く
的
確
に
捉
え
た
言
葉
と
し
て
現
在
で
も
頻
繁
に
引
き
合
い
に
出

さ
れ
て
い
る
。

　
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
に
と
っ
て
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
、
友
人
で
あ
る
と
と
も
に

作
家
・
編
集
者
と
し
て
の
師
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る

3
。

一
九
五
〇
年
に
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
が
自
死
し
た
の
ち
、
そ
れ
ま
で
エ
イ
ナ
ウ

デ
ィ
社
で
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
が
担
っ
て
い
た
中
心
的
な
役
割
を
引
き
継
い
だ

の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
で
あ
っ
た

4
。
も
ち
ろ
ん
、
カ
ル

ヴ
ィ
ー
ノ
は
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
を
「
友
人
―
師
」
と
し
て
敬
愛
し
て
い
た
だ
け

で
は
な
い
。
一
九
四
九
年
の
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
小
説
『
孤
独
な
女
た
ち
と
』

を
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
厳
し
く
批
判
し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
カ

ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
存
命
中
か
ら
、
一
人
の
自
立
し
た
作
家
と

し
て
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
文
学
に
強
い
批
評
的
関
心
を
注
い
で
い
た
。
ま
た
パ

ヴ
ェ
ー
ゼ
の
死
後
も
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
に
と
っ
て
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
作
品
は

重
要
で
あ
り
つ
づ
け
た
。
そ
の
こ
と
は
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
に
つ
い
て
の
言
及
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の
多
さ
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
「
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
政
治

詩
（Le poesie politiche di Pavese

）」（
一
九
六
二
年
）
や
「
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ

と
人
身
供
儀（Pavese e i sacrifici um

ani

）」（
一
九
六
六
年
）な
ど
パ
ヴ
ェ
ー

ゼ
に
つ
い
て
複
数
の
批
評
文
を
書
い
た
ほ
か
、
書
簡
・
講
演
・
批
評
文
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
も
頻
繁
に
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
に
言
及
し
て
い
る
。

　
一
方
、
エ
ー
コ
に
と
っ
て
も
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
、
異
な
る
意
味
合
い
で
、

重
要
な
作
家
で
あ
っ
た
。
一
九
三
二
年
に
生
ま
れ
た
エ
ー
コ
は
一
九
五
〇

年
に
自
死
し
た
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
と
直
接
知
り
合
う
こ
と
は
な
く
、
カ
ル

ヴ
ィ
ー
ノ
と
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
間
に
あ
っ
た
よ
う
な
個
人
的
・
直
接
的
な
つ

な
が
り
は
、
エ
ー
コ
と
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
間
に
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、

エ
ー
コ
は
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
と
同
じ
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の
出
身
で
あ
り
、
エ
ー
コ

に
と
っ
て
ピ
エ
モ
ン
テ
の
丘
陵
地
帯
を
多
く
舞
台
と
し
た
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ

の
作
品
は
自
身
の
子
供
時
代
の
記
憶
を
強
く
喚
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
エ
ー
コ
に
と
っ
て
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
個
人
的
な
思
い
入
れ
の

あ
る
重
要
な
作
家
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
エ
ー
コ
は
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
に
関
し

て
「
わ
た
し
の
子
供
時
代
の
記
憶
の
な
か
に
は
真
夏
の
あ
の
大
き
す
ぎ
る

広
場
や
、
太
陽
に
照
ら
さ
れ
る
モ
ン
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ト
の
丘
の
連
な
り
、
ラ

ン
ゲ
丘
陵
の
支
脈
が
あ
る
。
だ
か
ら
わ
た
し
は
と
て
も
早
い
時
期
か
ら
パ

ヴ
ェ
ー
ゼ
を
愛
し
た
。
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
が
語
る
神
話
は
、
わ
た
し
の
神
話
で

も
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る

5
。
ま
た
、
エ
ー
コ
は
自
身
の
小
説
『
フ
ー

コ
ー
の
振
り
子
』
に
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
も
言
及
し
て
い
る
。『
フ
ー
コ
ー
の
振
り
子
』
の
登
場
人
物
ヤ
コ
ポ· 

ベ
ル
ボ
に
つ
い
て
、「
わ
た
し
が
昔
か
ら
敬
愛
す
る
作
家
チ
ェ
ー
ザ
レ
・

パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
が
サ
ン
ト
・
ス
テ
フ
ァ
ノ
・
ベ
ル
ボ
と
い
う
村
で
生
ま
れ
て

お
り
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
ピ
エ
モ
ン
テ
人
で
あ
る
わ
た
し
の
登
場
人
物

ベ
ル
ボ
は
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
を
思
い
出
さ
せ
る
と
い
う
読
者
の
指
摘
に
は
反

論
で
き
な
い
」 

と
エ
ー
コ
は
述
べ
て
い
る

6
。

　
本
論
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
言
え
ば
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
と
エ
ー
コ
が
二
人

と
も
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
と
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
考
を
残
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
三
人
の
重
要
な
接
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
本
論
文
で
は
、
三
人
の
作
家
と
ア
メ
リ
カ
文
化
と
の
関
係
、
そ
れ

ぞ
れ
の
作
品
か
ら
浮
か
び
上
が
る
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
比
較
分
析

す
る
と
と
も
に
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
と
エ
ー
コ
が
そ
れ
ぞ
れ
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の

ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
語
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も

論
じ
る
。

パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
と
ア
メ
リ
カ

　
ア
メ
リ
カ
文
学
に
傾
倒
し
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
に
つ
い
て
の
卒
業
論
文

で
ト
リ
ノ
大
学
を
卒
業
し
た
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら

一
九
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
に
数
多
く
の
ア
メ
リ
カ
の
小
説
を
翻

訳
し
た

7
。
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
が
当
時
翻
訳
し
た
作
家
に
は
、
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
・

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
ガ
ー
ト
ル
ー
ド
・
ス
タ
イ
ン
、
ジ
ョ
ン
・
ド
ス
・
パ
ソ
ス
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
、
シ
ン
ク
レ
ア
・
ル
イ
ス
、
ジ
ョ
ン
・
ス

タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
、ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
パ
ヴ
ェ
ー

ゼ
が
翻
訳
に
携
わ
り
は
じ
め
た
一
九
三
〇
年
代
初
め
の
イ
タ
リ
ア
で
は
、

ア
メ
リ
カ
文
学
は
ま
だ
広
く
は
普
及
し
て
お
ら
ず
、
前
述
の
作
家
も
当
時

の
イ
タ
リ
ア
で
は
ま
だ
一
般
的
な
知
名
度
が
高
く
は
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
翻
訳
だ
け
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
文
学
の
批
評
・
紹
介

に
も
精
力
的
に
携
わ
り
、
雑
誌
『
文
化
（La C

ultura

）』
に
数
多
く
の
批

評
文
を
発
表
し
た
。
そ
の
た
め
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
、
エ
リ
オ
・
ヴ
ィ
ッ
ト



55

小久保真理江「アメリカへのまなざし―パヴェーゼ、カルヴィーノ、エーコ―」/
KOKUBO, Marie. "Gazes on America―Pavese, Calvino, and Eco―"

—
 

Es
sa

ys
　
—

リ
ー
ニ
と
と
も
に
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
文
学
の
紹
介
・
普
及
に

大
き
く
貢
献
し
た
人
物
と
し
て
よ
く
名
前
を
挙
げ
ら
れ
る
。

　
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
や
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ー
ニ
な
ど
の
作
家
に
よ
っ
て
フ
ァ
シ
ズ

ム
政
権
期
に
翻
訳
・
紹
介
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
小
説
は
、
特
に
イ
タ
リ
ア

の
若
い
左
翼
知
識
人
た
ち
の
間
で
熱
心
に
読
ま
れ
人
気
を
博
し
た
。
と
り

わ
け
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ー
ニ
が
編
纂
し
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
や
エ
ウ
ジ
ェ
ニ
オ
・
モ

ン
タ
ー
レ
な
ど
の
有
名
作
家
が
翻
訳
に
携
わ
っ
た
ア
メ
リ
カ
文
学
ア
ン

ソ
ロ
ジ
ー
『
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
（A

m
ericana

）』（
一
九
四
一
年
）
は
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
政
権
下
の
左
翼
知
識
人
に
と
っ
て
の
ア
メ
リ
カ
文
学
の
重
要
性

を
象
徴
す
る
書
物
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
一
九
三
〇
年
代
か

ら
一
九
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
左
翼
知
識
人
た
ち
の
ア
メ
リ
文
学
へ
の

傾
倒
は
一
般
的
に
「
ア
メ
リ
カ
神
話
（m

ito am
ericano

）」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

　
た
だ
し
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ー
ニ
の
翻
訳
の
多
く
が
実
際
に
は
ル
チ
ア
・
ロ

ド
カ
ナ
ー
キ
と
い
う
女
性
の
翻
訳
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
補
足
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
ロ
ド
カ
ナ
ー
キ
の
翻
訳
に
修
正
を
加

え
た
も
の
を
自
身
の
単
独
訳
と
し
て
出
版
し
て
い
た
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ー
ニ

は
、
ロ
ド
カ
ナ
ー
キ
の
名
前
は
表
に
出
さ
な
か
っ
た
た
め
、
ロ
ド
カ
ナ
ー

キ
の
貢
献
は
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ロ
ド

カ
ナ
ー
キ
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ー
ニ
に
加
え
、
モ
ン
タ
ー
レ
な
ど
の
他
の
作

家
か
ら
も
翻
訳
の
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
が
、
彼
ら
も
や
は
り
ロ
ド
カ

ナ
ー
キ
の
名
前
を
表
に
出
さ
ず
、
そ
の
翻
訳
を
自
ら
の
単
独
訳
と
し
て
出

版
し
た
。
近
年
の
研
究
で
は
ロ
ド
ナ
カ
ー
キ
の
重
要
性
に
光
が
当
て
ら
れ

て
お
り
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ー
ニ
を
は
じ
め
と
す
る
イ
タ
リ
ア
の
作
家
た
ち

の
翻
訳
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
文
学
が
普
及
し
た
」
と
い
う
定
説
も
そ
の

点
か
ら
批
判
的
に
見
直
さ
れ
て
い
る

8
。
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ー
ニ
や
モ
ン
タ
ー

レ
が
ロ
ド
カ
ナ
ー
キ
に
密
か
に
翻
訳
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
「
秘

密
の
協
力
者
」
の
存
在
は
指
摘
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
際
に
単
独
で
翻
訳
を

行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る

9
。

　
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
と
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
膨
大
な
数
の
先
行

研
究
が
存
在
す
る
が
、
主
に
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
と
文
学
の
面
か
ら

論
じ
ら
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
で
、
パ
ヴ
ェ
ー

ゼ
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
主
に
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
対
抗
」
と
し
て
解
釈

さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
文
学
の
面
で
は
、
主
に
ア
メ
リ
カ
文
学
作
品
の
地

域
性
や
口
語
性
、
現
実
の
社
会
や
生
活
に
根
ざ
し
た
物
語
へ
の
関
心
と
し

て
捉
え
ら
れ
、
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
文
学
と
の
関
連
性
が
論
じ
ら
れ
て
き

た
。
こ
う
し
た
先
行
研
究
に
お
け
る
定
説
は
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
と
ア
メ
リ
カ

と
の
関
係
の
重
要
な
一
部
分
に
光
を
当
て
て
い
る
が
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
ア

メ
リ
カ
へ
の
関
心
や
ア
メ
リ
カ
像
を
よ
り
多
面
的
に
深
く
理
解
す
る
た

め
に
は
、
先
行
研
究
で
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
他
の

側
面
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
多
く
の
先
行
研
究

10
の
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
解
釈
に
お
い
て
は
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
下
の
イ
タ
リ
ア
左
翼
知
識
人
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
、

理
想
化
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
像
に
も
と
づ
い
て
い
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
下
の
イ
タ
リ
ア
の
左
翼
知
識
は
、「
フ
ァ
シ

ズ
ム
の
対
極
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
」、「
自
由
と
民
主
主
義
の
国
ア
メ
リ

カ
」、「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
ア
メ
リ
カ
」
な
ど
の
理
想
像
に
惹
か
れ

た
の
だ
と
一
般
的
に
は
見
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
終
結
後
に
は
、
ア
メ
リ
カ
が
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
対
極
」
と
し
て
の
役
割

を
失
い
「
ソ
連
の
敵
」「
共
産
主
義
の
敵
」
と
な
っ
た
た
め
、
イ
タ
リ
ア

の
左
翼
知
識
人
は
ア
メ
リ
カ
の
資
本
主
義
的
・
帝
国
主
義
的
性
質
と
向
か
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い
合
こ
と
に
な
り
、
理
想
化
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
像
に
も
と
づ
い
て
い
た
彼

ら
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
終
焉
し
た
と
一
般
的
に
は
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
説
の
根
拠
と
し
て
は
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
自
身
の
戦
後
の
言
葉

が
よ
く
引
用
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、一
九
四
七
年
に
共
産
党
の
日
刊
紙『
ウ

ニ
タ
（L’U

nità

）』
に
発
表
さ
れ
た
論
考
「
昨
日
と
今
日
（Ieri e oggi

）」

の
冒
頭
と
末
尾
の
文
章
は
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
直
接
的
な
証
言
と
し
て
頻
繁

に
引
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
文
章
の
な
か
で
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
一
九
三
〇
年

代
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
結
び
つ
け
て
語
っ
て
い
る
。

パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
ま
ず
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
九
三
〇
年
頃
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
「
世
界
の
希
望
」
に
な
り
は
じ
め
て
い

た
と
き
、
何
人
か
の
イ
タ
リ
ア
の
若
者
は
本
の
な
か
に
「
ア
メ
リ
カ
」
を

発
見
し
た
。［
…
］
多
く
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
コ
ー
ル
ド
ウ
ェ
ル
や
ス

タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
、
サ
ロ
ー
ヤ
ン
、
さ
ら
に
は
よ
り
上
の
世
代
の
ル
イ
ス
と

の
出
会
い
は
、
自
由
の
風
穴
を
開
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
世
界
の
文

化
の
す
べ
て
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
最
初
の
疑
い
を
与
え
て
く
れ
た
。

11

　
さ
ら
に
同
じ
論
考
の
末
尾
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に

対
す
る
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
の
ア
メ
リ

カ
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
対
極
と
し
て
の
魅
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
む

し
ろ
新
た
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
陥
っ
て
し
ま
う
危
険
性
さ
え
は
ら
ん
で
い

る
の
だ
と
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
対
抗
す
る
べ
き
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
な
い
今
、
受
肉
す
べ
き
進
ん
だ

考
え
が
な
い
今
、
ア
メ
リ
カ
も
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
高
層
ビ
ル
や
自
動
車

や
兵
士
を
産
み
出
し
て
い
る
と
し
て
も
、
も
は
や
ど
ん
な
文
化
の
前
衛
で

も
あ
り
え
な
い
。
進
歩
的
な
思
想
や
闘
い
な
く
し
て
は
、
優
れ
た
伝
統
の

名
の
下
に
ア
メ
リ
カ
自
身
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
陥
っ
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
る
。

12

　
こ
う
し
た
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
自
身
の
言
葉
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
前
述
の
政
治
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
解
釈
は
、
一
見
す
る
と
議
論
の
余
地
の
な
い
解
釈
で
あ
る

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
複
数
の
研
究

者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
言
葉
が
戦
後
の

政
治
的
状
況
や
雰
囲
気
に
影
響
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う

13
。

　
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
経
て
ナ
チ
・
フ
ァ
シ
ス
ト
か
ら
の
「
解
放
」
へ
と
た

ど
り
つ
い
た
イ
タ
リ
ア
の
戦
後
の
文
化
に
お
い
て
は
、
左
翼
知
識
人
が
主

導
的
な
役
割
を
担
い
、
政
治
的
活
動
や
政
治
的
発
言
も
積
極
的
に
行
い

な
が
ら
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
経
験
に
土
台
を
置
い
た
新

た
な
文
化
の
創
造
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
パ

ヴ
ェ
ー
ゼ
が
、フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
時
代
も
含
め
自
ら
の
「
反
フ
ァ
シ
ス
ト
」

の
「
左
翼
知
識
人
」
と
し
て
の
立
場
を
明
確
に
示
す
必
要
性
を
感
じ
て
い

た
可
能
性
は
あ
る
。
ま
た
、
冷
戦
を
背
景
に
ア
メ
リ
カ
が
「
共
産
主
義
の

敵
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
時
代
、
パ
ヴ
ェ
ー

ゼ
が
自
身
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
結
び
つ

き
や
自
身
の
共
産
主
義
と
の
一
貫
性
を
示
す
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
可

能
性
も
あ
る
。

　
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
強
く
結
び

つ
け
て
捉
え
る
解
釈
の
多
く
は
、「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
反
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」

対
「
反
フ
ァ
シ
ス
ト
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
二
項
対
立
図
式
に
基

礎
を
置
い
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
下
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア

人
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
感
情
や
態
度
は
、
実
際
は
両
義
的
で
複
雑
で
あ
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り
、
そ
の
よ
う
な
単
純
な
二
項
対
立
図
式
に
は
収
ま
ら
な
い
側
面
が
あ
る

14
。

　「
ア
メ
リ
カ
神
話
」
に
つ
い
て
の
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
戦
後
の
言
葉
が
ど
の

程
度
、
同
時
代
の
政
治
・
文
化
状
況
に
影
響
さ
れ
て
い
た
の
か
を
正
確
に

把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
パ

ヴ
ェ
ー
ゼ
が
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
綴
っ
た
言
葉
と
と
も
に
読
ま
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
一
九
三
〇
年
代
の
評
論
や
書
簡
に
は
、
ア

メ
リ
カ
に
対
す
る
強
い
関
心
と
熱
意
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ア
メ

リ
カ
の
社
会
と
い
う
よ
り
は
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
（
文
学
・
映
画
・
音
楽
）

に
対
す
る
関
心
と
熱
意
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
評
論

や
書
簡
か
ら
は
、
理
想
化
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
は
浮
か
び

上
が
っ
て
こ
な
い
。

　
さ
ら
に
、
文
学
的
側
面
に
つ
い
て
も
先
行
研
究
で
は
十
分
に
論
じ
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
点
が
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ

は
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
へ
の
関
心
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
ア

メ
リ
カ
文
学
へ
の
傾
倒
は
、
一
般
的
に
地
域
性
や
口
語
性
、
現
実
の
社
会

や
生
活
に
根
ざ
し
た
物
語
へ
の
強
い
関
心
の
表
れ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
が
翻
訳
し
た
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
、
ス
タ
イ
ン
、

ド
ス
・
パ
ソ
ス
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
な
ど
の
ア
メ
リ
カ

の
作
家
は
現
代
の
文
学
批
評
に
お
い
て
は
、「
ア
メ
リ
カ
ン
・
モ
ダ
ニ
ズ

ム
」
の
代
表
的
作
家
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
パ

ヴ
ェ
ー
ゼ
の
ア
メ
リ
カ
文
学
へ
の
関
心
を
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
へ
の
関
心
と

し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
文
学
に
関
す
る
評
論
の

な
か
で
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
は
使
っ
て
い
な
い

が
、「
モ
ダ
ン
な
（m

oderno

）」
や
「
新
し
い( nuovo)

」
と
い
う
形
容
詞

を
頻
繁
に
使
い
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
作
家
や
作
品
の
特
徴
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
。
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
に
と
っ
て
の
ア
メ
リ
カ
文
学
の
最
も
優
れ
た

特
質
の
一
つ
は
、
近
代
化
に
よ
っ
て
急
激
に
変
容
し
た
現
実
、「
モ
ダ
ン
」

で「
新
し
い
」世
界
を
鮮
明
に
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
を
魅
了
し
た
ア
メ
リ
カ
文
学
の
要
素
に
は
、
社
会
や
文

化
の
大
き
な
変
化
に
敏
感
に
反
応
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
作
家
た
ち
の
実

験
的
テ
ー
マ
・
文
体
も
含
ま
れ
て
い
た
と
言
え
る

15
。

　
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
最
後
の
小
説
『
月
と
か
が
り
火
』
の
「
主
人
公
―
語
り

手
」
は
、
若
く
し
て
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
二
十
年
ほ
ど
の
歳
月
を
過
ご
し

た
の
ち
に
故
郷
の
ラ
ン
ゲ
地
方
に
帰
っ
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
小
説

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
ア
メ
リ

カ
ニ
ズ
ム
の
終
焉
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
一
般
的
に
解
釈
さ
れ
て
き

た
。
実
際
、
主
人
公
の
回
想
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
時
代
の
描
写
は
、
否
定

的
な
感
情
・
感
覚
に
満
ち
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
三
章
で
は
主
人
公
が
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
恋
人
の
ノ
ー
ラ
と
と
も
に
働
い
て

い
た
と
き
の
こ
と
を
回
想
す
る
が
、
そ
の
回
想
に
は
恐
怖
、
不
満
、
失
望
、

孤
独
、
疎
外
、
不
安
な
ど
の
否
定
的
感
情
が
表
さ
れ
て
い
る
。
当
時
ド
ラ

イ
ブ
イ
ン
で
働
い
て
い
た
主
人
公
は
あ
る
夜
、
同
郷
の
客
と
出
会
い
、
故

郷
の
友
人
の
話
を
耳
に
す
る
。
そ
の
あ
と
で
、
一
面
の
星
空
の
も
と
、
ひ

と
り
煙
草
を
外
で
吸
っ
た
と
き
の
こ
と
が
以
下
の
よ
う
に
回
想
さ
れ
る
。

月
は
な
く
、
一
面
の
星
空
だ
っ
た
。［
…
］
そ
の
夜
は
、
た
と
え
ノ
ー
ラ

が
こ
の
芝
草
の
上
で
身
を
ま
か
せ
た
と
し
て
も
、
わ
た
し
の
心
は
満
た
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う

―
蛙
が
や
か
ま
し
く
鳴
き
続
け
、
自
動
車
が

フ
ル
・
ス
ピ
ー
ド
で
こ
の
坂
を
お
り
て
行
き
、
そ
し
て
、
こ
の
道
と
と
も

に
、
丘
の
下
の
あ
の
明
る
い
都
会
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
の
地
が
終
わ
る
事

実
に
も
、
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
だ
ろ
う
。
暗
闇
の
な
か
で
、
こ
の

庭
園
と
松
林
の
匂
い
の
な
か
で
、
わ
た
し
は
こ
の
星
空
も
わ
た
し
の
も
の
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で
は
な
い
こ
と
を
、
こ
の
星
も
ま
た
ノ
ー
ラ
や
客
と
同
じ
よ
う
に
わ
た
し

に
恐
怖
を
抱
か
せ
る
こ
と
を
理
解
し
た
。［
…
］い
っ
た
い
、こ
こ
ま
で
や
っ

て
来
た
そ
の
か
い
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
こ
れ
か
ら
先
、
ど
こ
へ
わ

た
し
は
行
け
ば
よ
い
の
か
？
　
波
止
場
か
ら
身
投
げ
で
も
し
た
ら
よ
い
の

か
？

16

　
こ
う
し
た
主
人
公
の
否
定
的
な
感
情
は
、
一
見
「
異
郷
に
暮
ら
す
者
」

が
よ
く
抱
く
感
情
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
あ
と
に
続
く
回
想
を
読
む
と
、
そ
れ
ら
の
感
情
は
主
人
公
に
と
っ
て
の

「
ア
メ
リ
カ
」
の
特
性
と
結
び
つ
い
て
お
り
、「
異
郷
に
暮
ら
す
者
」
と
い

う
よ
り
は
「
ア
メ
リ
カ
に
暮
ら
す
者
」
の
感
情
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
。
先
の
引
用
の
す
ぐ
後
で
、
主
人
公
は
ア
メ
リ

カ
と
い
う
国
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

こ
の
国
は
広
く
、
だ
れ
も
が
潤
っ
て
い
そ
う
だ
っ
た
。
女
あ
り
、
土
地
あ

り
、
金か
ね

も
あ
っ
た
。
し
か
し
だ
れ
一
人
、
充
分
に
も
っ
て
い
る
も
の
は
な

く
、
だ
れ
も
が
、
も
っ
て
い
る
わ
り
に
は
休
む
こ
と
も
で
き
ず
に
働
い
て

い
た
。
そ
し
て
畠
は
、
ぶ
ど
う
畠
で
さ
え
も
が
駅
の
花
壇
の
よ
う
な
花
壇

を
そ
え
て
、
ま
る
で
公
園
の
よ
う
だ
っ
た
し
、
さ
も
な
け
れ
ば
荒
地
の
ま

ま
の
砂さ
ば
く漠
か
岩
山
だ
っ
た
。
あ
き
ら
め
て
腰
を
お
ち
つ
け
た
く
て
も
、
み

な
に
む
か
っ
て
「
と
に
か
く
、わ
た
し
た
ち
は
知
り
合
い
だ
。
と
に
か
く
、

わ
た
し
を
こ
こ
に
住
ま
わ
せ
て
く
れ
」
と
言
え
る
よ
う
な
人
里
が
な
い
の

だ
。
わ
た
し
た
ち
を
不
安
に
す
る
の
は
そ
の
こ
と
だ
っ
た
。

17

　
こ
れ
ら
二
つ
の
引
用
箇
所
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、『
月
と
か
が
り
火
』

に
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
が
否
定
的
な
感
情
・
感
覚
と
と
も
に
語

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
小
説
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
体
験
の
描
写
を
戦
後
の
パ

ヴ
ェ
ー
ゼ
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
幻
滅
・
失
望
の
反
映
と
す
る
解
釈
は
妥
当
で

あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
、
こ
の
小
説
が
書
か
れ
た
一
九
四
九
年
の
政

治
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
説
得
力
を
増
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
作
品
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ
体
験
が
語

ら
れ
て
い
る
の
は
こ
の
『
月
と
か
が
り
火
』
一
作
の
み
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
が
ま
だ
大
学
生
の
頃
、

一
九
二
八
年
に
書
い
た
作
品
に
「
挫
折
し
た
冒
険
家
（L’avventuriero fal-

lito

）」
と
い
う
題
名
の
短
編
小
説
が
あ
る
。
こ
の
作
品
の
主
人
公
も
ア
メ

リ
カ
帰
り
の
男
で
あ
り
、
作
品
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ
体
験
が
語
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
短
編
小
説
は
長
ら
く
未
発
表
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り

18
、
一
般

的
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
に
関
す
る
先
行
研
究

の
な
か
で
も
こ
の
作
品
に
言
及
し
て
い
る
研
究
は
非
常
に
少
な
い
が
、
パ

ヴ
ェ
ー
ゼ
の
ア
メ
リ
カ
像
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
重
要
な
作
品
で
あ
る
。

　『
月
と
か
が
り
火
』
と
「
挫
折
し
た
冒
険
者
」
で
そ
れ
ぞ
れ
に
語
ら

れ
る
ア
メ
リ
カ
体
験
に
は
示
唆
的
な
差
異
と
類
似
性
の
両
方
が
見
い
だ

せ
る
。
ま
ず
大
き
な
差
異
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
滞
在
年
数
・
時
期
の

差
や
主
人
公
の
年
齢
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
月
と
か
が
り
火
』
の
主
人
公

は
、
二
十
年
間
ほ
ど
の
長
い
年
月
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
に
帰
国
し
た
中
年
男
性
で
あ
る
の
に
対
し
、「
挫
折
し
た
冒
険

家
」
の
主
人
公
は
四
年
間
の
ア
メ
リ
カ
生
活
を
経
て
ト
リ
ノ
に
帰
国
し
た

二
十
四
歳
の
若
者
で
あ
り
、
帰
国
時
期
の
設
定
は
一
九
二
〇
年
代
末
だ
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
メ
リ
カ
移
住
の
動
機
も
異
な
っ
て
い

る
。『
月
と
か
が
り
火
』
の
主
人
公
が
、
政
治
活
動
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ

そ
う
に
な
っ
た
た
め
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
人
物
で
あ
る
の
に
対
し
、「
挫

折
し
た
冒
険
家
」
の
主
人
公
は
ア
メ
リ
カ
の
映
画
業
界
で
の
成
功
を
夢
見
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て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
前
者
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
る

程
度
の
財
を
成
し
て
帰
国
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
映
画
業
界
で
挫

折
し
何
の
財
も
成
さ
ず
に
帰
国
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
作
品
の
ア

メ
リ
カ
体
験
の
設
定
に
は
多
く
の
差
異
が
あ
り
、
そ
れ
は
両
作
品
が
執
筆

さ
れ
た
時
期
の
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
自
身
の
自
伝
的
要
素
や
ア
メ
リ
カ
像
を
そ

れ
ぞ
れ
に
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
両
作
品
で
描
か
れ
る
ア
メ
リ
カ
体
験
の
描
写
に
は
、
示
唆
的

な
類
似
性
も
見
い
だ
せ
る
。
ど
ち
ら
の
作
品
に
お
い
て
も
ア
メ
リ
カ
の
イ

メ
ー
ジ
が
孤
独
や
疎
外
、
失
望
、
不
満
、
疲
労
と
い
っ
た
負
の
感
情
・
感

覚
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
短
編
小
説
「
挫
折
し
た
冒
険
家
」
で

ア
メ
リ
カ
体
験
の
記
憶
は
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

彼
は
二
十
歳
の
と
き
に
熱
意
と
固
い
決
意
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
新
し
い
ア
メ

リ
カ
に
出
発
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
人
び
と
に
夢
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の
生
活

を
自
分
も
生
き
る
の
だ
と
い
う
希
望
に
燃
え
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
生
活

を
吸
収
し
、
新
し
い
芸
術
の
な
か
で
表
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
し

て
、
そ
の
新
し
い
芸
術
が
世
界
の
新
し
い
美
し
さ
を
ま
と
う
の
だ
と
考
え

て
い
た
。［
…
］
し
か
し
努
力
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
さ
ら
に
虚
し
い
失
敗
を

重
ね
る
よ
う
に
な
り
、
彼
は
道
を
見
失
い
は
じ
め
た
。
努
力
し
て
は
努
力

し
た
。
人
び
と
が
彼
の
周
り
を
ぐ
る
ぐ
る
と
旋
回
し
て
い
た
。
そ
の
人
び

と
は
ど
ん
ど
ん
変
化
し
、
ど
ん
ど
ん
冷
た
く
な
り
、
彼
は
沈
み
こ
ん
で
い

く
よ
う
な
感
覚
だ
っ
た
。［
…
］ど
ん
ど
ん
孤
独
に
な
り
疲
れ
果
て
て
い
っ

た
。
そ
の
生
活
す
べ
て
に
対
し
て
怒
り
苦
し
ん
だ
。

19

　
こ
の
引
用
箇
所
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
一
九
二
八
年
に
書
か
れ

た
短
編
小
説
に
お
い
て
も
ア
メ
リ
カ
は
、
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ

て
い
る
。
主
人
公
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
ば
か
り
の
時
点
に
関
し
て
は
熱

意
や
希
望
な
ど
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
肯
定
的
な
感
情
が
表
現
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
が
す
ぐ
に
失
望
や
挫
折
、
疲
労
や
孤
独
、
怒
り
へ
と
変
化
し
、

そ
れ
ら
の
否
定
的
な
感
情
が
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
で
の
体
験
を
語
る
こ
の
箇
所
の
後
に
は
、
故
郷
ト
リ
ノ
で
の

帰
国
後
の
生
活
を
語
る
部
分
が
続
く
が
、
そ
の
な
か
で
も
ア
メ
リ
カ
の
記

憶
が
繰
り
返
し
喚
起
さ
れ
る
。
そ
し
て
物
語
の
最
後
、
映
画
館
で
ア
メ
リ

カ
映
画
を
観
た
主
人
公
は
、
蘇
っ
て
き
た
昔
の
疲
労
感
に
圧
倒
さ
れ
た
ま

ま
映
画
館
を
出
て
、
自
動
車
に
轢
か
れ
て
し
ま
う
。

背
景
に
は
彼
が
最
後
に
船
を
乗
り
換
え
た
港
が
霧
と
と
も
に
映
っ
て
お

り
、
大
き
な
船
が
そ
の
灰
色
の
無
限
の
広
が
り
の
な
か
で
止
ま
っ
て
い
る

の
が
再
び
見
え
た
。
そ
れ
か
ら
防
波
堤
や
散
在
す
る
灯
台
、
大
き
な
ざ
わ

め
き
、
そ
し
て
最
後
に
唐
突
に
、
電
気
の
灯
っ
た
摩
天
楼
の
目
眩
の
す
る

よ
う
な
塊
が
見
え
た
。

　
彼
は
疲
れ
き
っ
た
状
態
で
映
画
館
の
外
に
出
た
。
昔
の
記
憶
の
な
か
の

疲
労
感
が
最
初
の
と
き
の
よ
う
に
彼
の
胸
を
押
し
つ
ぶ
し
て
い
た
の
だ
。

物
思
い
に
ふ
け
っ
て
い
て
、自
分
が
歩
い
て
い
る
道
を
見
て
い
な
か
っ
た
。

　
一
台
の
自
動
車
が
、
荒
く
甲
高
い
音
を
立
て
、
彼
を
地
面
に
打
ち
付
け

砕
い
た
。

20

　
こ
の
一
九
二
八
年
の
短
編
小
説
で
既
に
ア
メ
リ
カ
が
否
定
的
な
イ

メ
ー
ジ
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、『
月
と
か
が
り
火
』
の

ア
メ
リ
カ
描
写
を
、
政
治
的
な
理
由
に
よ
る
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
戦
後
の
ア
メ

リ
カ
へ
の
幻
滅
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
終
焉
で
あ
る
と
捉
え
る
定
説
は
、



60

—
　

自
 由

 論
 文

　
—

東京外国語大学総合文化研究所　総合文化研究　第 23 号（2019）
Tokyo University of Foreign Studies, Trans-Cultural Studies, Vol. 23 (2019)

議
論
の
余
地
の
あ
る
も
の
に
思
わ
れ
る
。
一
九
二
八
年
の
「
挫
折
し
た
冒

険
者
」
と
一
九
五
〇
年
の
『
月
と
か
が
り
火
』
の
共
通
性
か
ら
浮
か
び
上

が
る
の
は
、
む
し
ろ
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
が
若
い
頃
か
ら
生
涯
に
渡
っ
て
、
孤

独
や
失
望
な
ど
の
否
定
的
な
感
情
に
特
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
そ

の
よ
う
な
感
情
を
喚
起
す
る
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
や
物
語
に
特
に
強

く
惹
か
れ
て
い
た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
短
編
小
説
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
に
と
っ
て
の
ア

メ
リ
カ
は
文
学
だ
け
で
な
く
、
映
画
と
も
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
若

い
頃
か
ら
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
映
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
そ
の
も
の
に
非
常
に

強
い
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
な
か
で
も
特
に
ア
メ
リ
カ
映
画
を
好
ん
で

熱
心
に
観
て
い
た

21
。
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
三
〇
年
に
か
け
て
の
時
期

に
は
映
画
に
関
す
る
短
い
論
考
や
映
画
の
原
案
を
書
い
て
お
り
、
そ
の

後
一
九
四
八
年
と
一
九
五
〇
年
に
も
映
画
の
原
案
を
書
い
て
い
る

22
。
パ

ヴ
ェ
ー
ゼ
は
ア
メ
リ
カ
に
実
際
に
赴
い
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
が
、

ア
メ
リ
カ
の
映
画
や
文
学
か
ら
「
ア
メ
リ
カ
」
を
吸
収
し
、
自
身
の
「
ア

メ
リ
カ
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
自
身
の
小
説
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ

体
験
を
創
造
し
た
と
言
え
る
。

カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
と
ア
メ
リ
カ

　
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
が
青
年
期
に
ア
メ
リ
カ
映
画
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
文
化

と
出
会
っ
た
の
に
対
し
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
よ
り
も
十
五
年
あ
と
一
九
二
三
年

に
生
ま
れ
た
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
、
幼
少
期
に
漫
画
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
に

出
会
っ
た
。『
ア
メ
リ
カ
講
義
』
の
「
視
覚
性
」
の
章
で
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ

自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
半
ば

に
か
け
て
の
子
供
時
代
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
ア
メ
リ
カ
の
漫
画
に
熱
中
し

た
23
。
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
当
時
読
ん
で
い
た
の
は
、子
供
向
け
新
聞
『
コ
ッ

リ
エ
ー
レ
・
デ
イ
・
ピ
ッ
コ
リ
（C

orriere dei Piccoli

）』
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
ア
メ
リ
カ
の
漫
画
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
ハ
ッ
ピ
ー
・
フ
ー
リ
ガ
ン

（H
appy H

ooligan

）、
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ジ
ャ
マ
ー
・
キ
ッ
ズ
（K

atzenjam
m

er 
K

ids

）、
フ
ィ
リ
ッ
ク
ス
・
ザ
・
キ
ャ
ッ
ト
（Felix the C

at

）
な
ど
の
コ
ミ
ッ

ク
・
ス
ト
リ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
母
親

が
蒐
集
し
一
年
ご
と
に
製
本
さ
せ
て
い
た
漫
画
が
家
に
あ
っ
た
た
め
、
カ

ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
ま
だ
文
字
も
読
め
な
い
頃
か
ら
、
大
量
の
漫
画
を
読
ん
で

い
た
。
当
時
の
こ
と
に
つ
い
て
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。い

ろ
い
ろ
な
シ
リ
ー
ズ
の
漫カ
ト
ゥ
ー
ン画を
毎
週
の
号
か
ら
号
へ
と
た
ど
っ
て
い
っ

て
は
何
時
間
も
過
ご
し
て
い
ま
し
た
、
心
の
な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
を

い
ろ
い
ろ
な
ふ
う
に
解
釈
し
な
が
ら
自
分
で
自
分
に
語
っ
て
聞
か
せ
て

は
、
い
く
つ
も
の
異
ヴ
ァ
リ
ア
ン
テ
ィ
文
を
つ
く
り
出
し
、
ま
た
個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

別
の
も
っ
と
大
き
な
話
の
な
か
に
溶
け
こ
ま
せ
た
り
、
シ
リ
ー
ズ
ご
と
に

お
定
ま
り
の
も
の
を
見
つ
け
出
し
て
は
そ
れ
を
別
に
し
て
結
び
つ
け
た

り
、
ま
た
あ
る
シ
リ
ー
ズ
の
話
に
別
の
シ
リ
ー
ズ
の
も
の
を
混
ぜ
合
わ
せ

て
み
た
り
、
脇
役
の
人
物
を
主
人
公
に
仕
立
て
た
新
し
い
物
語
の
シ
リ
ー

ズ
を
想
像
し
た
り
し
て
い
た
の
で
す
。

24

　
さ
ら
に
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
に
幼
少
期
に

没
入
し
た
経
験
に
つ
い
て
、「
文
字
に
書
か
れ
た
言
葉
に
集
中
す
る
能
力

の
修
得
」
を
遅
ら
せ
た
も
の
の
、「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
物
語
、
そ
の
文
体

づ
く
り
、
構
成
の
学
校
に
な
っ
た
」
経
験
で
あ
り
、
幼
期
に
没
入
し
た
漫
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画
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
物
語
作
法
は
現
在
も
「
一
つ
の
見
本
と
な
り
続
け

て
い
る
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る

25
。
こ
う
し
た
記
述
か
ら
は
カ
ル
ヴ
ィ
ー

ノ
に
と
っ
て
漫
画
と
の
接
触
が
単
な
る
幼
少
期
の
楽
し
い
記
憶
な
の
で

は
な
く
、
作
家
と
し
て
の
あ
り
方
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
重
要
な
体
験
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
そ
の
後
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
四
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
の

青
年
期
に
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
ア
メ
リ
カ
映
画
に
熱
中
し
た
。
そ
の
体
験
は

『
サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
の
道
』
の
「
あ
る
観
客
の
自
伝
」
の
な
か
で
カ

ル
ヴ
ィ
ー
ノ
自
身
に
よ
っ
て
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る

26
。

　
青
年
期
に
ア
メ
リ
カ
映
画
に
傾
倒
し
た
と
い
う
点
で
は
カ
ル
ヴ
ィ
ー

ノ
と
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
映
画
体
験
に
は
共
通
性
が
あ
る
が
、
世
代
が
異
な
る

た
め
映
画
館
に
通
っ
た
時
期
や
見
て
い
た
映
画
は
も
ち
ろ
ん
大
き
く
異

な
る
。
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
が
一
九
二
〇
年
代
か
ら
映
画
館
に
通
い
は
じ
め
無
声

映
画
か
ら
有
声
映
画
へ
の
移
行
を
直
接
的
に
体
験
し
た
の
に
対
し
、
カ
ル

ヴ
ィ
ー
ノ
が
映
画
館
に
熱
心
に
通
い
は
じ
め
た
の
は
、
一
九
三
六
年
か
ら

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
作
品
は
夏
休
み
の
上
映
会
で
旧
作
映
画
と

し
て
見
て
い
た
。
ま
た
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
数
多
く
の
ア
メ
リ
カ
映
画
を
観

て
い
た
時
期
は
、
一
九
三
六
年
か
ら
一
九
三
八
年
に
か
け
て
の
非
常
に
短

い
時
期
に
限
ら
れ
て
い
る
。
一
九
三
八
年
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
が
ア
メ

リ
カ
映
画
の
上
映
を
規
制
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
ア

メ
リ
カ
映
画
の
上
映
規
制
に
つ
い
て
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
「
自
分
が
享
受

し
て
い
た
権
利
を
奪
わ
れ
る
の
は
、
は
じ
め
て
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
権

利
以
上
の
な
に
か
、
ひ
と
つ
の
次
元
、
ひ
と
つ
の
世
界
、
心
の
宇
宙
だ
っ

た
。
だ
か
ら
そ
の
喪
失
を
残
酷
な
抑
圧
だ
と
感
じ
た
の
だ

27
」
と
述
べ
て

お
り
、
当
時
の
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
映
画
が
単
な
る
娯
楽

で
は
な
く
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
カ
ル

ヴ
ィ
ー
ノ
は
、
青
年
期
の
自
身
が
当
時
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
物
語
を
全

て
真
実
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
物
語
の
欺
瞞
に

対
し
て
当
時
か
ら
自
覚
的
だ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ハ

リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
「
欺
瞞
」
が
自
ら
の
日
常
を
覆
っ
て
い
た
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
欺
瞞
と
は
異
な
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
製
映

画
が
与
え
て
く
れ
る
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
真
実
か
ら
も
、
ふ
ん
だ
ん
な
欺

瞞
か
ら
も
、
な
に
か
し
ら
学
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
っ
た

28
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
記
述
か
ら
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
に
熱
中
し

つ
つ
も
、
そ
の
映
画
の
な
か
で
表
象
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
そ

の
ま
ま
真
の
ア
メ
リ
カ
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と

や
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
を
通
し
て
理
想
化
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
像
を
形
成
し

て
い
た
わ
け
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
そ
の
後
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
体
験
を
経
て
第
二
次
世

界
大
戦
後
に
は
ト
リ
ノ
大
学
の
農
学
部
か
ら
文
学
部
に
移
り
、
ジ
ョ
セ

フ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
に
つ
い
て
の
論
文
を
書
い
て
卒
業
し
た
。
英
米
文
学
か

ら
影
響
を
受
け
た
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
、
英
米
の
作
家
に
頻
繁
に
言
及
し
て

お
り
、
英
米
作
家
に
関
す
る
批
評
文
・
紹
介
文
も
数
多
く
残
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
文
学
で
は
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
、
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
、

シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
な
ど
の
作
家
に
つ
い
て
批
評
文
・
紹
介

文
を
書
い
て
い
る
。
な
か
で
も
若
い
頃
の
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
特
に
影
響
を

受
け
た
の
は
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
だ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
カ
ル
ヴ
ィ
ー

ノ
と
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
類
似
性
と
し
て
は
、
戦
争
と
い
う
テ
ー
マ
や
、

装
飾
の
少
な
い
短
く
簡
潔
な
文
体
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

29
。
一
九
六
四

年
に
再
版
さ
れ
た
『
く
も
の
巣
の
小
道
』
の
序
文
で
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
、

こ
の
小
説
が
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
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以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

パ
ル
チ
ザ
ン
を
終
え
て
す
ぐ
の
頃
［
…
］、
そ
の
六
・
七
年
前
に
ヘ
ミ
ン
グ

ウ
ェ
イ
が
書
い
た
ス
ペ
イ
ン
戦
争
に
つ
い
て
の
小
説
を
読
ん
だ
。『
誰
が

た
め
に
鐘
は
鳴
る
』
だ
。
そ
れ
は
僕
ら
が
は
じ
め
て
自
分
た
ち
の
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
本
だ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
出
発
し
て
、
私
た
ち
は
自
分
た

ち
が
見
た
こ
と
や
聞
い
た
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を
物
語
の
モ
チ
ー
フ
や

文
章
に
変
え
は
じ
め
た
の
だ
。

30

　
こ
こ
で
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
一
人
称
単
数
形
で
は
な
く
一
人
称
複
数
形

の
主
語
を
使
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
、
ヘ

ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
影
響
を
単
な
る
個
人
的
経
験
と
し
て
で
は
な
く
、
多
く

の
同
時
代
の
イ
タ
リ
ア
人
作
家
に
共
通
す
る
経
験
と
し
て
語
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

　
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
ヘ
ミ

ン
グ
ウ
ェ
イ
に
対
す
る
感
情
や
考
え
に
は
、
両
義
性
や
複
雑
さ
、
時
期

に
よ
る
変
化
が
見
ら
れ
、
単
純
に
一
括
り
に
は
論
じ
ら
れ
な
い

31
。
例
え

ば
、
先
の
引
用
箇
所
で
は
、『
誰
が
た
め
に
鐘
は
鳴
る
』
の
重
要
性
が
強

調
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
す
ぐ
後
の
箇
所
で
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
括
弧
で
以

下
の
よ
う
な
留
保
を
付
け
て
い
る
。「
今
の
私
た
ち
は
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ

の
そ
の
本
を
さ
ほ
ど
好
き
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
い
や
、
あ
の
頃

だ
っ
て
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
他
の
本
、
特
に
初
期
の
短
編
小
説
の
な
か

に
こ
そ
学
ぶ
べ
き
文
体
が
あ
る
と
気
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
の
だ

32
」。
ま
た
、

一
九
五
四
年
に
書
か
れ
た
評
論
「
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
と
私
た
ち
（H

em
ing-

w
ay e noi

）」
33
で
は
、「
私
に
と
っ
て

―
そ
し
て
私
の
同
世
代
の
多
く

の
人
に
と
っ
て

―
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
が
神
だ
っ
た
時
代
が
あ
っ
た
」

と
述
べ
、
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
人
に
と
っ
て
の
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
重
要
性

を
過
去
形
で
強
調
し
て
い
る

34
。
そ
の
上
で
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
作
品

に
明
ら
か
に
存
在
す
る
「
悲
観
主
義
」
や
「
個
人
主
義
的
な
無
関
心
」、「
過

酷
な
体
験
へ
の
表
面
的
な
関
わ
り
」
を
当
時
の
イ
タ
リ
ア
人
読
者
は
読
み

と
る
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
指
摘
し
て
い
る

35
。
ま

た
、
戦
争
直
後
の
時
期
を
過
ぎ
る
と
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
限
界
や
欠
点

も
見
え
て
き
た
の
だ
と
語
り
、「
私
が
初
期
の
作
品
で
大
い
に
恩
恵
を
受

け
た
彼
の
詩
的
世
界
や
文
体
が
少
し
ず
つ
狭
い
も
の
に
見
え
は
じ
め
、
マ

ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥
り
や
す
い
も
の
に
見
え
て
き
た
。
そ
し
て
彼
の
血
生
臭

い
観
光
の
よ
う
な
人
生
や
人
生
観
も
、
な
に
や
ら
う
さ
ん
く
さ
く
思
え
出

し
、
は
て
は
、
そ
れ
に
対
し
て
嫌
悪
感
や
不
快
感
を
お
ぼ
え
る
よ
う
に

な
っ
た

36
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
一
九
五
四
年
に
書
か
れ
た
こ
の
評
論
は
、
他
の
時
期
の
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ

の
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
に
対
す
る
言
葉
と
比
べ
よ
り
厳
し
い
も
の
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
批
判
意
識
も
強
く
見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
時
代
背
景

も
大
き
く
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
一
九
五
〇
年
代
（
と
り
わ
け
五
〇

年
代
前
半
）
の
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
、
当
時
の
多
く
の
イ
タ
リ
ア
の
左
翼
知

識
人
と
同
様
、
ア
メ
リ
カ
の
反
共
産
主
義
的
政
治
に
対
し
て
強
い
批
判
意

識
を
持
っ
て
い
た
。
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
特
に
一
九
五
三
年
の
ロ
ー
セ
ン

バ
ー
グ
夫
妻
の
死
刑
に
衝
撃
を
受
け
て
お
り
、
彼
ら
の
書
簡
を
ま
と
め
た

本
に
つ
い
て
書
評
を
書
い
て
い
る

37
。

　
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
と
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
上
で
は
、
カ

ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
編
纂
の
仕
事
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
死
後
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
批
評
論
集
『
ア
メ
リ
カ
文

学
と
そ
の
他
の
評
論
（La letteratura am

ericana e altri saggi

）』
38
の
編
纂

を
行
い
、
序
文
も
執
筆
し
た
。
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
存
命
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
媒
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体
で
発
表
さ
れ
た
批
評
文
を
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
三
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン（「
ア

メ
リ
カ
の
発
見
」「
文
学
と
社
会
」「
神
話
」）
に
分
類
し
、
多
く
の
評
論
文

に
発
表
時
の
タ
イ
ト
ル
と
は
異
な
る
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
い
る
。『
ア
メ

リ
カ
文
学
と
そ
の
他
の
評
論
』
と
い
う
評
論
集
の
タ
イ
ト
ル
も
パ
ヴ
ェ
ー

ゼ
が
考
え
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
編
纂
の
段
階
で
付
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　
こ
の
評
論
集
の
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
に
よ
る
編
纂
や
序
文
に
つ
い
て
は
、
パ

オ
ラ
・
カ
ス
テ
ッ
ル
ッ
チ
が
そ
の
著
書
の
な
か
で
詳
し
く
分
析
し
て
い
る

39
。

『
ア
メ
リ
カ
文
学
と
そ
の
他
の
評
論
』
の
序
文
の
な
か
で
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ

は
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
期
と
い
う
過

去
の
時
代
の
も
の
と
し
て
捉
え
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
結
び
つ
き
を
強
調

し
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
カ
ス
テ
ッ
ル
ッ
チ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
批
判
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
意
識
が

あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
冷
戦
や
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
を
背
景
に
一
九
五
〇
年
代
の
イ
タ
リ
ア
の

左
翼
知
識
人
は
ア
メ
リ
カ
や
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
へ
の
批
判
意
識
や
警
戒

心
を
強
め
て
い
た
。
ま
た
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
民
俗
学
・
宗
教
学
へ
の
関
心

は
反
動
的
で
非
理
性
的
な
も
の
と
し
て
一
部
の
左
翼
知
識
人
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
批
判
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
九
五
〇
年
の
パ

ヴ
ェ
ー
ゼ
の
自
死
は
、
さ
ら
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
批
判
の
対
象
と
な

り
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
を
退
廃
や
逃
避
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
け
る
傾
向
が
強

ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
ア
メ
リ
カ

文
学
へ
の
関
心
が
深
く
理
解
さ
れ
ず
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
断
罪
の
要

因
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
避
け
る
必
要
性
を
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
意
識

し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　
カ
ス
テ
ッ
ル
ッ
チ
は
こ
の
評
論
集
に
お
け
る
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
編
纂

と
序
文
の
仕
事
に
は
あ
る
種
の
矛
盾
や
二
面
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
も

指
摘
し
て
い
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
編
纂
方
法
や
序
文
の
文
章
は
、
パ

ヴ
ェ
ー
ゼ
の
ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
を
過
去
の
時
代
の
も
の
と
し
て
位
置

付
け
よ
う
と
し
て
い
る
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
文
学
評
論
の
重
要
性
や
ア
ク

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
強
調
す
る
こ
と
も
行
っ
て
い
る
と
カ
ス
テ
ッ
ル
ッ

チ
は
述
べ
て
い
る

40
。
こ
う
し
た
矛
盾
や
二
面
性
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
自

身
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
感
情
の
両
義
性
、
憧
れ
と
批
判
意

識
の
共
存
と
も
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

41
。

　
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
一
九
四
八
年
に
書
い
た
作
品
に
「
ド
ル
と
年
増
の
娼

婦
た
ち
」
と
い
う
短
編
小
説
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
水
兵
に
リ
ラ
を
ド

ル
と
の
交
換
を
持
ち
か
け
る
た
め
バ
ー
ル
に
行
く
夫
婦
の
物
語
で
あ
る
。

妻
の
イ
オ
ラ
ン
ダ
が
一
人
で
先
に
ア
メ
リ
カ
兵
に
近
づ
き
交
換
を
持
ち

か
け
、
そ
の
後
で
夫
の
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
が
交
渉
す
る
と
い
う
計
画
を
立
て

た
二
人
で
あ
る
が
、
計
画
通
り
に
事
は
進
ま
な
い
。
ア
メ
リ
カ
兵
た
ち
は

イ
オ
ラ
ン
ダ
を
囲
み
売
春
に
誘
う
。
兵
士
た
ち
に
囲
ま
れ
て
身
動
き
の
取

れ
な
く
な
っ
た
妻
を
救
お
う
と
夫
は
街
の
娼
婦
た
ち
を
連
れ
て
く
る
が
、

兵
士
の
数
も
増
え
バ
ー
ル
の
な
か
が
無
秩
序
に
陥
り
、
妻
は
奥
の
小
部
屋

で
大
柄
な
ア
メ
リ
カ
兵
と
二
人
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
警
官

が
店
に
駆
け
つ
け
水
兵
や
女
性
た
ち
は
連
行
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
軍
将
校

の
口
添
え
の
お
か
げ
で
連
行
を
ま
ぬ
が
れ
店
に
残
っ
た
夫
は
将
校
に
娼

婦
を
見
つ
け
る
よ
う
に
依
頼
さ
れ
、
二
人
連
れ
だ
っ
て
店
を
出
る
場
面
で

物
語
は
終
わ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
兵
と
イ
タ
リ
ア
市
民
の
間
で
の
貨
幣
交
換
や
売
春
の
交
渉

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
の
港
町
で
は
実
際
に
日
常
的
に
行

な
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
物
語
は
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
の
現
実
を

語
っ
た
作
品
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
、
こ
の
短
編
小
説
を
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単
な
る
現
実
の
描
写
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
強
大
な
経
済
力
を
前
に
腐

敗
す
る
イ
タ
リ
ア
の
姿
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
し
て
読
む
こ
と
や
、
そ
こ
に
カ

ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
批
判
意
識
を
見
る
こ
と
も

で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
物
語
が
単
純
な
ア
メ
リ
カ
批
判
や
社
会
告
発
に

は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
強
調
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
、
こ
の
物
語
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
兵
の
表
象
は
必
ず
し
も
否
定
的

と
は
言
え
な
い
。
例
え
ば
、
妻
の
イ
オ
ラ
ン
ダ
は
大
勢
の
水
兵
た
ち
に
囲

ま
れ
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
り
戸
惑
う
が
、
そ
の
中
の
一
人
の
水
兵
に

対
し
て
安
心
感
を
抱
く
。「
イ
オ
ラ
ン
ダ
は
と
い
え
ば
、
自
分
の
ま
わ
り

に
群
が
る
水
兵
た
ち
に
幾
度
も
押
し
倒
さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、
そ
の

た
び
に
、
輝
く
白
い
歯
と
瞳
の
大
き
な
大
柄
な
水
兵
が
傍
に
い
る
こ
と
に

気
づ
き
、
そ
の
た
び
に
、
な
ぜ
か
安
心
感
を
覚
え
る
の
だ
っ
た

42
」。
ま

た
、
イ
オ
ラ
ン
ダ
が
そ
の
大
柄
な
水
兵
と
小
部
屋
で
二
人
き
り
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
場
面
で
も
、
恐
怖
や
嫌
悪
を
表
す
よ
う
な
描
写
は
な
く
、
二
人

で
一
緒
に
歌
う
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
作
品
で
は
、
ア
メ
リ
カ
兵
に
対
し
て
毅
然
と
し
た
態
度
を

取
れ
な
い
夫
妻
や
、
何
の
助
け
も
差
し
出
さ
な
い
店
主
、
ア
メ
リ
カ
兵
に

媚
び
動
物
の
よ
う
に
振
る
舞
う
娼
婦
た
ち
、
ド
ル
の
力
で
性
欲
を
満
た
そ

う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
兵
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
当

時
の
イ
タ
リ
ア
の
現
実
の
悲
し
さ
を
喚
起
す
る
作
品
で
は
あ
る
が
、
そ
の

描
写
に
は
、
誇
張
や
比
喩
に
由
来
す
る
滑
稽
さ
が
あ
る
。
深
刻
な
問
題
を

扱
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
物
語
全
体
の
雰
囲
気
は
悲
痛
で
重
苦
し
い

も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
カ
ー
ニ
バ
ル
的
な
陽
気
さ
に
彩
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
短
編
か
ら
は
、
戦
後
の
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
左
翼
知
識
人
と
し
て
ア
メ

リ
カ
に
対
す
る
批
判
意
識
を
抱
き
な
が
ら
も
、
単
純
な
ア
メ
リ
カ
批
判
か

ら
は
距
離
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
一
九
四
〇
年
代
末
か
ら
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
か
け
て
の
カ
ル

ヴ
ィ
ー
ノ
の
ア
メ
リ
カ
を
め
ぐ
る
言
葉
が
、
両
義
性
を
含
み
な
が
ら
も
、

「
共
産
党
の
知
識
人
」
と
し
て
の
意
識
を
強
く
反
映
し
て
い
る
の
に
対
し
、

一
九
五
〇
年
代
末
以
降
の
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
ア
メ
リ
カ
に
関
わ
る
言
葉

に
は
そ
の
点
で
変
化
が
見
ら
れ
る
。
一
九
五
七
年
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
ハ

ン
ガ
リ
ー
動
乱
へ
の
ソ
連
の
軍
事
介
入
に
抗
議
し
て
、
イ
タ
リ
ア
共
産
党

を
離
党
し
た
。
共
産
党
と
の
関
係
の
変
化
や
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
自
身
の
立
場

の
変
化
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
と
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
に
も
変
化
を
も
た
ら

し
た
。
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
以
前
よ
り
も
自
由
な
立
場
で
ア
メ
リ
カ
に
つ
い

て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
ソ
連
や
イ

タ
リ
ア
共
産
党
へ
の
批
判
意
識
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
ま

な
ざ
し
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
に
赴
き
、
自
ら
の

目
で
ア
メ
リ
カ
を
見
る
機
会
を
得
た
こ
と
も
変
化
の
要
因
と
言
え
る
。

　
一
九
五
九
年
十
一
月
か
ら
一
九
六
〇
年
五
月
ま
で
の
約
半
年
間
、
カ
ル

ヴ
ィ
ー
ノ
は
フ
ォ
ー
ド
財
団
の
支
援
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
四
ヶ
月
滞
在
し
た
ほ
か
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
や
デ
ト
ロ

イ
ト
、
シ
カ
ゴ
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
、
モ
ン
ト

ゴ
メ
リ
ー
、
ニ
ュ
ー
・
オ
リ
ン
ズ
、
サ
バ
ン
ナ
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
、
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
な
ど
他
の
多
く
の
街
も
訪
れ
た
。

　
イ
タ
リ
ア
帰
国
後
に
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
自
ら
の
ア
メ
リ
カ
旅
行
記
を

出
版
す
る
計
画
を
立
て
、ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に
書
き
綴
っ
た
文
章
（
手
紙
、

メ
モ
、
雑
誌
に
載
せ
た
文
章
な
ど
）
を
推
敲
し
た
。
ア
メ
リ
カ
旅
行
記
の
出

版
を
計
画
し
て
い
た
時
点
で
の
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な

か
で
、
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
か
ら
旅
行
記
に
対
す
る
考
え
方
が
変
化
し

た
と
説
明
し
て
い
る
。
旅
行
記
に
よ
っ
て
「
単
な
る
見
た
場
所
の
描
写
を

超
え
た
何
か
、
自
身
と
現
実
と
の
関
係
、
認
識
の
プ
ロ
セ
ス
」
を
表
現
で
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き
る
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
述
べ
て
い
る

43
。

　
し
か
し
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
結
局
、
実
現
直
前
に
、
そ
の
本
を
出
版
し

な
い
こ
と
を
決
め
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
文
章
は
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
存
命
中

は
一
部
分
し
か
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
。
出
版
を
取
り
や
め
た
理
由
に
つ
い

て
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
、「
草
稿
を
読
ん
で
い
て
、
文
学
作
品
と
し
て
は
さ

ほ
ど
優
れ
て
い
な
い
し
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
し
て
は
十
分
な
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
が
な
い
と
感
じ
た

44
」
と
述
べ
て
い
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ 

が
出

版
を
取
り
や
め
た
こ
の
ア
メ
リ
カ
旅
行
記
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
死
後

二
〇
一
四
年
に
『
ア
メ
リ
カ
の
楽
観
主
義
者
（U

n ottim
ista in A

m
erica

）』

と
い
う
題
名
で
一
冊
の
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た

45
。

　『
ア
メ
リ
カ
の
楽
観
主
義
者
』
の
な
か
に
収
め
ら
れ
た
論
考
は
、

一
九
四
〇
年
代
末
か
ら
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
時
期
の
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ

の
ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
論
考
と
比
べ
る
と
、
よ
り
自
由
で
柔
軟
な
論
考
に

な
っ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
共
産
党
か
ら
離
党
し
た
二
年
後
に
ア
メ
リ
カ
に

実
際
に
赴
く
機
会
を
得
て
、「
自
分
と
異
な
る
現
実
」
を
「
理
解
し
た
い
」

と
い
う
強
い
願
望
を
抱
い
た
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
、
ア
メ
リ
カ
を
政
治
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
図
式
や
先
入
観
に
よ
っ
て
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
自
分

自
身
の
目
で
観
察
し
、
よ
り
深
く
理
解
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
先
行
研

究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
ア
メ
リ
カ
の
楽
観
主
義
者
』
に
は

ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
や
単
純
な
一
般
化
も
見
ら
れ
る

が
46
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
語
る
こ
と
の
難
し
さ
を
自

覚
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
さ
ま
ざ
ま
な
街
や
人
び
と
を
自
身
の
目
で
丁

寧
に
観
察
・
描
写
し
、
そ
の
奥
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
特
質
を
理
解
し
よ
う

と
努
め
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
論
考
に
左
翼
知
識

人
と
し
て
の
批
判
意
識
や
問
題
意
識
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ

の
旅
行
記
に
お
い
て
も
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
ア
メ
リ
カ
に
批
判
的
な
ま
な

ざ
し
を
注
ぎ
つ
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
批
判
的
な
ま
な
ざ
し
は
共

産
党
に
帰
属
し
て
い
た
一
九
五
〇
年
代
の
前
半
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て

い
る
。

　
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
『
ア
メ
リ
カ
の
楽
観
主
義
者
』
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ

に
つ
い
て
論
じ
る
際
、
頻
繁
に
ソ
連
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
が
、
ど

ち
ら
に
つ
い
て
も
肯
定
的
側
面
と
否
定
的
側
面
の
両
方
を
指
摘
し
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
と
い
う
イ
タ
リ
ア
の
左
翼
知
識
人
に
と
っ
て
の
二

つ
の
大
き
な
モ
デ
ル
の
狭
間
で
、
そ
の
ど
ち
ら
か
を
模
倣
す
る
の
で
は
な

く
、
両
者
か
ら
学
び
な
が
ら
新
た
な
道
を
模
索
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
後
の
方
に
収
め
ら
れ
た
論
考「
二
つ
の
教
え（Le 

due m
orali

）」
に
は
、
そ
の
よ
う
な
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
姿
勢
が
明
確
に
示

さ
れ
て
い
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
と
ソ
連
社
会
に
つ
い

て
肯
定
的
・
否
定
的
側
面
の
両
方
を
指
摘
し
、
対
照
的
な
両
者
が
混
ざ
り

あ
う
接
合
点
を
見
つ
け
る
こ
と
の
難
し
さ
に
言
及
し
た
上
で
、「
二
つ
の

中
間
に
い
る
わ
た
し
た
ち
は
、
そ
の
接
合
点
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い

47
」
と
述
べ
論
考
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
、「
イ
タ
リ
ア
人
」
そ
し
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
」

の
旅
行
者
と
し
て
「
ア
メ
リ
カ
」
観
察
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
タ
リ

ア
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
違
い
に
特
に
注
目
し
て
い
る
が
、
た
だ
単
に
ア

メ
リ
カ
を
「
他
者
」「
異
国
」
と
し
て
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
肯
定

的
な
意
味
で
も
否
定
的
な
意
味
で
も
、
イ
タ
リ
ア
を
含
め
た
他
の
国
が
い

ず
れ
迎
え
る
可
能
性
の
あ
る
「
未
来
」
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
ア
メ

リ
カ
を
見
て
い
る

48
。

　『
ア
メ
リ
カ
の
楽
観
主
義
者
』
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
多
様
な
街
の
風

景
に
対
す
る
強
い
関
心
で
あ
ろ
う
。
旅
行
記
で
あ
る
以
上
、
街
の
風
景
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に
特
別
な
関
心
が
向
け
ら
れ
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
カ
ル

ヴ
ィ
ー
ノ
は
ア
メ
リ
カ
の
さ
ま
ざ
ま
な
街
や
そ
こ
で
の
生
活
の
特
徴
を

特
に
詳
細
に
描
写
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
の

高
度
経
済
成
長
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
の
な
か
で
急
激
に
変
化
す
る

イ
タ
リ
ア
の
風
景
や
生
活
の
問
題
に
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
強
い
関
心
と
問

題
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と
の

あ
っ
た
イ
タ
リ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
街
の
風
景
と
は
大
き
く
異
な

る
ア
メ
リ
カ
の
街
の
風
景
を
見
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
都

市
風
景
へ
の
関
心
は
さ
ら
に
強
ま
り
深
ま
っ
た
と
言
え
る
。

　
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
自
身
が
頻
繁
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ

は
ア
メ
リ
カ
の
な
か
で
も
特
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
に
特
別
な
愛
着
を

持
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
「
ア
メ
リ

カ
の
街
」
と
し
て
好
ん
で
い
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、「
ア
メ
リ
カ
で

は
な
い
街
」、
さ
ら
に
言
え
ば
「
ど
こ
で
も
な
い
独
特
の
街
」
と
し
て
強

い
愛
着
を
持
っ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
つ
い
て
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
、

「
根
っ
こ
の
な
い
街
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
私
が
根
っ
こ
を
持
て
る
と
思
え

る
唯
一
の
街
だ

49
」「
私
は
ア
メ
リ
カ
を
回
っ
て
南
部
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
に
も
行
っ
た
が
、
自
分
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
だ
と
感
じ
た
。
私
の
街
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
だ

50
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
ア
メ
リ
カ
体
験
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
さ
ま
ざ
ま
な
街

と
の
出
会
い
は
、
帰
国
後
に
書
か
れ
た
小
説
作
品
に
も
影
響
を
与
え
た
。

『
旧
・
新
コ
ス
ミ
コ
ミ
ケ
（C

osm
icom

iche vecchie e nuove

）』
に 

収
め
ら

れ
た
物
語
の
な
か
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
地
名
が
登
場
す
る
も
の
が

複
数
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
体
験
が
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
小
説
作
品
に
直
接
的
な

影
響
を
与
え
た
こ
と
が
分
か
る

51
。
ま
た
、『
見
え
な
い
都
市
』
に
お
い

て
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
こ
と
を
直
接
的
に
示
す
箇

所
は
な
い
も
の
の
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
に
着
想
を
得
て
い
る
と
思
わ
れ

る
箇
所
が
数
多
く
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

52
。
さ
ら
に
、『
見
え

な
い
都
市
』
と
『
ア
メ
リ
カ
の
楽
観
主
義
者
』
は
、
多
様
な
街
の
風
景
と

生
活
へ
の
関
心
や
描
写
の
詳
細
さ
が
共
通
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
も
ア
メ

リ
カ
体
験
は
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
創
作
活
動
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら

れ
る
。

エ
ー
コ
と
ア
メ
リ
カ

　
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
よ
り
も
九
歳
年
下
の
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
も
幼
少
期

に
漫
画
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
文
化
と
出
会
い
、
ア
メ
リ
カ
文
化
か
ら
強
い

影
響
を
受
け
て
い
る
。
エ
ー
コ
の
論
考
に
は
ア
メ
リ
カ
文
化
に
関
す
る
言

及
が
数
多
く
あ
り
、
そ
の
範
囲
は
文
学
作
品
だ
け
で
な
く
大
衆
小
説
や
映

画
、
音
楽
、
漫
画
な
ど
多
岐
に
渡
る
。
エ
ー
コ
が
行
っ
た
大
衆
文
化
の
記

号
論
的
分
析
の
仕
事
や
、
テ
レ
ビ
業
界
・
出
版
業
界
に
お
け
る
仕
事
の
土

台
に
は
幼
少
期
の
漫
画
と
の
出
会
い
に
発
す
る
ア
メ
リ
カ
大
衆
文
化
へ

の
強
い
関
心
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
エ
ー
コ
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
漫
画

と
の
出
会
い
は
非
常
に
重
要
な
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。
エ
ー
コ
は
イ
タ

リ
ア
の
漫
画
出
版
の
領
域
に
お
い
て
も
先
駆
的
な
役
割
を
担
い
、『
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
』
の
初
の
イ
タ
リ
ア
語
翻
訳
（
一
九
六
三
年
）
版
の
序
文
を
執
筆

し
た
ほ
か
、イ
タ
リ
ア
の
漫
画
雑
誌『
ラ
イ
ナ
ス
』の
発
行
に
も
協
力
し
た
。

　
エ
ー
コ
と
ア
メ
リ
カ
文
化
の
関
係
、
そ
し
て
エ
ー
コ
に
と
っ
て
の
ア
メ

リ
カ
像
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
エ
ー
コ
の
評
論
「
反
ア
メ
リ
カ
的
三
世

代
の
ア
メ
リ
カ
神
話
」53
が
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
こ
の
論
考
は
エ
ー

コ
が
一
九
八
〇
年
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
講
演
し
た
際
の
講
演
原
稿
で
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あ
り
、
そ
の
後
『
文
学
に
つ
い
て( Sulla letteratura) 

』
と
い
う
評
論
集

に
収
録
さ
れ
た
。

　
こ
の
評
論
に
お
い
て
エ
ー
コ
は
、
イ
タ
リ
ア
人
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
が

一
九
三
〇
年
代
か
ら
二
十
世
紀
の
末
ま
で
ど
の
よ
う
に
形
を
変
え
つ
つ

存
在
し
つ
づ
け
て
き
た
の
か
を
分
析
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
聴
衆
に
分

か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
エ
ー
コ
は
そ
の
変
遷
を
「
三
世
代
の
ア
メ
リ

カ
神
話
」
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。

　
第
一
世
代
は
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
や
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ー
ニ
の
世
代
で
あ
る
が
、

ジ
ャ
イ
メ
・
ピ
ン
ト
ー
ル
の
よ
う
な
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
よ
り
若
い
世
代
の
作

家
も
含
ま
れ
て
い
る
。
第
二
世
代
は
、
エ
ー
コ
が
「
一
九
二
六
年
か
ら

一
九
三
一
年
の
間
に
生
ま
れ
た

54
」
と
述
べ
る
世
代
で
あ
る
。
第
三
世

代
は
、「
六
八
年
世
代

55
」
と
エ
ー
コ
が
呼
ぶ
世
代
で
あ
り
、
つ
ま
り
は

一
九
六
八
年
に
若
者
だ
っ
た
世
代
で
あ
る
。
エ
ー
コ
は
、
な
ぜ
イ
タ
リ
ア

人
の
多
く
が
反
ア
メ
リ
カ
的
で
あ
り
な
が
ら
親
ア
メ
リ
カ
的
で
も
あ
っ

た
の
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
な
ぜ
彼
ら
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
感
情
や
態

度
が
両
義
的
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
左
翼
的
思
想
を
持
つ

イ
タ
リ
ア
人
の
多
く
は
、
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
で
は
ア
メ
リ
カ
に
批

判
的
で
あ
っ
た
が
、同
時
に
ア
メ
リ
カ
の
社
会
や
文
化
（
特
に
文
学
・
映
画
・

漫
画
・
音
楽
）
に
強
く
惹
き
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
な
モ
デ
ル
を
得
て
い
た
の
だ
と
エ
ー
コ
は
指
摘
し
て
い
る
。

　
こ
の
評
論
に
お
け
る
エ
ー
コ
の
分
析
と
考
察
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ア
メ
リ

カ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
存
在
す
る
数
多
く
の
先
行
研
究
の
な
か
で
も
鋭
く

独
自
性
の
あ
る
分
析
考
察
だ
と
言
え
る
。
ま
た
、こ
の
エ
ー
コ
の
論
考
は
、

パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
論
考

と
比
べ
る
と
、
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
図
式
か
ら
よ
り
自
由
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
ま
ず
、
エ
ー
コ
の
論
考
の
独
自
性
の
一
つ
は
、
第
二
世
代
や
第
三
世
代

に
関
し
て
の
み
な
ら
ず
、
第
一
世
代
に
関
し
て
も
大
衆
文
化
の
重
要
性
を

強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
通
常
、
第
一
世
代
の
「
ア
メ
リ
カ
神
話
」
に

つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
文
学
の
重
要
性
と
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
関
連
の
み

に
光
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
エ
ー
コ
は
こ
の
論
考
の
な
か
で
、

特
に
ア
メ
リ
カ
映
画
が
一
九
三
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
神
話
の
形
成
に
お

い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
エ
ー
コ
の
論
考
の
優
れ
た
点
は
、「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
反
ア

メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
対
「
反
フ
ァ
シ
ス
ト
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
図

式
に
回
収
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
エ
ー
コ
は
、
第
一
世
代
の
ア
メ
リ

カ
ニ
ズ
ム
と
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
結
び
つ
き
を
強
調
し
な
が
ら
も
、
そ
れ

を
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
な
か
に
閉
じ
込
め
て
は
い
な
い
。

ア
メ
リ
カ
に
強
い
関
心
と
憧
れ
を
抱
い
た
第
一
世
代
の
イ
タ
リ
ア
人
と

し
て
、
エ
ー
コ
は
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
や
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ー
ニ
や
ピ
ン
ト
ー
ル
の
名

だ
け
で
な
く
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
名
も
挙
げ
て
い
る

56
。

ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
と
は
ベ
ニ
ー
ト
・
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
息

子
で
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
映
画
界
で
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
映
画
会
社

を
設
立
し
、
映
画
の
原
案
執
筆
・
監
修
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
に
携
わ
っ

た
ほ
か
、
映
画
雑
誌
『
チ
ネ
マ
（C

inem
a

）』
の
編
集
長
も
務
め
た
。

　
エ
ー
コ
の
論
考
の
独
自
性
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
神
話
の
継
続
性
を
指
摘

し
て
い
る
点
も
挙
げ
ら
れ
る
。
先
行
研
究
で
は
一
般
的
に
、
左
翼
的
な
思

想
を
持
つ
イ
タ
リ
ア
人
の
「
ア
メ
リ
カ
神
話
」
は
、
冷
戦
の
始
ま
り
と
と

も
に
終
焉
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
エ
ー
コ
は
、
そ
れ
が
冷

戦
期
に
ど
の
よ
う
に
次
の
世
代
に
形
を
変
え
て
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た

の
か
を
論
じ
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
現
実
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
よ
り
複
雑
で
あ
り
、
三
世
代
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の
分
類
に
よ
っ
て
単
純
に
説
明
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
、
同
じ
世

代
の
な
か
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
差
異
が
あ
り
一
様
で
は
な
い
。
ま
た
、
三
世

代
の
境
界
線
に
位
置
し
、
分
類
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
。
エ
ー
コ
は
、
イ

タ
リ
ア
人
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
特
質
を
分
か
り
や
す
く
ア
メ
リ
カ
の

聴
衆
に
伝
え
る
た
め
に
世
代
の
分
類
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

世
代
分
類
を
絶
対
的
・
固
定
的
な
も
の
と
し
て
提
示
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
現
実
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
が
複
雑
で
多
面
的
な
も
の
で
あ
り
、
三

世
代
の
分
類
で
は
論
じ
き
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
エ
ー
コ
の
論
考

の
な
か
で
も
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
エ
ー
コ
に
よ
る
第
二
世
代
の
説

明
は
曖
昧
さ
を
含
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
は
、
現
実
の
複
雑
さ
、
境
界
の
曖

昧
さ
、
世
代
の
定
義
の
難
し
さ
に
対
す
る
エ
ー
コ
の
認
識
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
エ
ー
コ
は
第
二
世
代
の
説
明
を
す
る
際
に
、
架

空
の
人
物
を
設
定
し
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

当
時
の
二
大
マ
ル
ク
ス
主
義
政
党
、
共
産
党
と
社
会
党
の
内
側
で
あ
る
い

は
外
側
で
生
き
た
彼
ら
を
定
義
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
と
て
も
曖
昧
で
不
正

確
な
定
義
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
で
は
物
語
を
使
う
と
い
う
職
権
乱

用
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
で
は
架
空
の
人
物
を
設
定
し
、
ロ
ベ
ル

ト
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
ロ
ベ
ル
ト
が
代
表
す
る
グ
ル
ー
プ
の
人
び
と
に

は
、ロ
ベ
ル
ト
度
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
者
も
い
れ
ば
、ロ
ベ
ル
ト
度
十
パ
ー

セ
ン
ト
の
者
も
い
る
だ
ろ
う
。
私
が
こ
こ
で
話
す
の
は
ロ
ベ
ル
ト
度
百

パ
ー
セ
ン
ト
の
人
物
に
つ
い
て
で
あ
る

57

　
ま
た
、
第
二
世
代
の
定
義
と
し
て
エ
ー
コ
が
「
一
九
二
六
年
か
ら

一
九
三
一
年
の
間
に
生
ま
れ
た
と
い
っ
て
よ
い

58
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と

も
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
定
義
は
、
一
九
三
二
年
生
ま
れ
で
あ
る
エ
ー
コ

自
身
を
一
見
除
外
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
エ
ー

コ
が
生
ま
れ
た
の
は
一
九
三
二
年
の
一
月
五
日
で
あ
る
た
め
、
第
二
世
代

に
含
ま
れ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
エ
ー
コ
は
第
一
世
代
に

つ
い
て
は
具
体
的
な
名
前
を
挙
げ
て
い
る
の
に
対
し
、
第
二
世
代
に
つ
い

て
は
「
ロ
ベ
ル
ト
」
と
い
う
架
空
の
人
物
を
通
し
て
の
み
語
っ
て
お
り
、

自
ら
が
そ
こ
に
帰
属
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
曖
昧
さ
を
残

し
て
い
る
。

　
第
二
世
代
を
代
表
す
る
架
空
の
人
物
「
ロ
ベ
ル
ト
」
の
描
写
を
み
る
と
、

そ
れ
ら
は
部
分
的
に
は
エ
ー
コ
自
身
に
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
大
衆
文
化
の
受
容
に
関
し
て
は
、
ロ
ベ
ル
ト

の
描
写
は
、
エ
ー
コ
の
伝
記
的
要
素
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
評
論
で
第

二
世
代
が
受
容
し
た
も
の
と
し
て
例
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・

ゴ
ー
ド
ン
や
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
、
魔
術
師
マ
ン
ド
レ
イ
ク
、
映
画
『
駅

馬
車
』、
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ス
テ
ア
と
ジ
ン
ジ
ャ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
な
ど
は
、

エ
ー
コ
が
二
〇
〇
四
年
に
発
表
し
た
膨
大
な
カ
ラ
ー
図
版
付
き
の
小
説

『
女
王
ロ
ア
ー
ナ
、
神
秘
の
炎
』
の
な
か
に
も
登
場
す
る
。
エ
ー
コ
は
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
、
こ
の
小
説
を
「
私
の
世
代
の
自
伝
」
59
で
あ
る

と
述
べ
て
お
り
、「
私
は
ロ
ア
ー
ナ
の
世
界
を
生
き
た
か
ら
こ
そ
、
マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
を
行
っ
た

60
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
ロ
ベ
ル
ト
」
の
政
治
的
な
経
験
の
説
明
に
目
を
向

け
て
み
る
と
、
第
二
世
代
の
描
写
は
エ
ー
コ
自
身
と
い
う
よ
り
は
、
エ
ー

コ
よ
り
少
し
前
に
生
ま
れ
た
世
代
に
当
て
は
ま
る
記
述
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。第
二
世
代
に
つ
い
て
エ
ー
コ
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
九
四
四
年
に
、
ま
だ
非
常
に
若
く
し
て
ロ
ベ
ル
ト
は
何
ら
か
の
形
で
パ

ル
チ
ザ
ン
に
加
わ
っ
た
。
戦
争
の
あ
と
、
左
翼
政
党
の
党
員
か
同
伴
者
と
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な
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
を
尊
敬
し
、ア
メ
リ
カ
の
朝
鮮
出
兵
に
は
反
対
し
、

ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
夫
妻
の
死
刑
に
抗
議
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
の
際
に

離
党
し
た

61
。

　
エ
ー
コ
よ
り
少
し
前
の
世
代
の
イ
タ
リ
ア
人
に
は
こ
の
よ
う
な
記

述
の
当
て
は
ま
る
知
識
人
が
数
多
く
い
る
が
、
こ
の
記
述
に
は
カ
ル

ヴ
ィ
ー
ノ
も
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー

ノ
は
一
九
二
三
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
第
二
世
代
の
区
分
（
一
九
二
六
―

一
九
三
一
年
生
ま
れ
）
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
ま
た
、
エ
ー
コ
の
評
論

に
お
い
て
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
言
葉
が
第
一
世
代
の
ア
メ
リ
カ
神
話
の
説

明
の
部
分
で
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
第
一
世
代
の
作

家
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
カ
ル

ヴ
ィ
ー
ノ
が
戦
後
も
ア
メ
リ
カ
文
化
や
「
ア
メ
リ
カ
神
話
」
に
つ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
場
で
語
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
エ
ー
コ
が
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ

よ
り
も
若
い
世
代
の
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
カ
ル

ヴ
ィ
ー
ノ
の
こ
と
も
考
え
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
カ
ル
ヴ
ィ
ー

ノ
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
世
代
と
エ
ー
コ
の
世
代
の
間
の
世

代
に
属
し
て
お
り
、
上
下
の
両
方
の
世
代
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
。

　
エ
ー
コ
は
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
や
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
を
舞

台
に
し
た
物
語
を
書
く
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
前
述
の
小
説
『
女
王
ロ

ア
ー
ナ
、
神
秘
の
炎
』
に
は
、
ア
メ
リ
カ
由
来
の
小
説
・
漫
画
・
映
画
・

音
楽
な
ど
ア
メ
リ
カ
文
化
へ
の
言
及
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
主
人
公
が

一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
前
半
の
子
供
時
代
に
受
容
し
た
大

衆
文
化
の
多
く
の
部
分
が
ア
メ
リ
カ
由
来
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
主
人
公
が
故
郷
の
家
で
発
見
す
る
子
供
時
代
の
品
々
に
は
イ
ギ
リ
ス

や
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
外
国
産
の
も
の
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い

る
が
、な
か
で
も
ア
メ
リ
カ
産
の
作
品
は
特
に
数
多
く
登
場
す
る
。
ま
た
、

イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
に
つ
い
て
は
、
大
衆
文
学
や
児
童
文
学
の

作
品
が
多
く
登
場
す
る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
に
つ
い
て
は
、
文

学
の
み
な
ら
ず
、
漫
画
や
音
楽
・
映
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の
作
品
が

登
場
す
る
。

　
こ
の
小
説
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
文
化
の
描
写
に
は
、
評
論
「
反
ア
メ
リ

カ
的
三
世
代
の
ア
メ
リ
カ
神
話
」
の
第
二
世
代
の
ア
メ
リ
カ
神
話
の
描
写

と
類
似
性
が
見
ら
れ
る
。
単
に
言
及
さ
れ
る
作
品
タ
イ
ト
ル
や
登
場
人
物

の
名
前
が
重
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
で
ア
メ
リ

カ
文
化
が
有
し
て
い
た
魅
力
や
機
能
に
関
す
る
記
述
も
類
似
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
エ
ー
コ
は
前
述
の
評
論
で
、
第
二
世
代
に
と
っ
て
の
ア
メ
リ

カ
の
漫
画
の
重
要
性
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ロ
ベ
ル
ト
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
教
育
を
受
け
て
育
ち
、
最
初
の
（
当
然
な
が
ら

無
意
識
的
な
）
反
抗
の
行
為
は
、（
上
手
な
訳
で
は
な
い
）
翻
訳
版
ア
メ

リ
カ
漫
画
を
読
む
こ
と
だ
っ
た
。
ミ
ン
・
フ
ー
に
対
抗
す
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・

ゴ
ー
ド
ン
の
姿
が
、
彼
に
と
っ
て
は
圧
政
と
の
闘
い
の
最
初
の
イ
メ
ー
ジ

と
な
っ
た
。

62

　
小
説
『
女
王
ロ
ア
ー
ナ
、
神
秘
の
炎
』
の
な
か
で
は
主
人
公
が
記
憶
の

な
い
自
ら
の
子
供
時
代
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
推
測
す
る
。

教
科
書
か
ら
イ
タ
リ
ア
の
『
子
ど
も
新
聞
』
ま
で
、
ヒ
ー
ロ
ー
と
い
え
ば

統
帥
の
た
め
に
闘
い
、
命
じ
ら
れ
れ
ば
死
を
切
望
す
る
勇
者
で
あ
っ
た
。

祖
父
の
一
九
世
紀
の
小
説
に
お
け
る
ヒ
ー
ロ
ー
は
［
…
］、
無
法
者
で
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
個
人
的
な
利
害
の
た
め
か
生
ま
れ
つ
き
の
悪
党
ゆ
え
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に
社
会
を
敵
に
し
て
闘
う
者
だ
っ
た
。［
…
］
一
方
、
ゴ
ー
ド
ン
は
自
由

の
た
め
に
独
裁
者
に
対
抗
し
闘
っ
て
い
た
。［
…
］
臣
民
の
生
と
死
を
決

め
る
絶
対
的
権
力
を
持
つ
わ
が
国
の
独
裁
者
の
特
徴
を
僕
は
ミ
ン
の
な
か

に
見
出
し
て
い
た
は
ず
だ
。［
…
］
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ゴ
ー
ド
ン
は
、僕
に
と
っ

て
［
…
］
解
放
戦
争
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
最
初
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
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ど
ち
ら
の
記
述
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ゴ
ー
ド
ン
が
独
裁
者
と

戦
う
「
ヒ
ー
ロ
ー
の
最
初
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
し
て
、
こ
の
世
代
の
イ
タ
リ

ア
人
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
ア
メ
リ
カ
の
漫
画
が
、
イ
タ
リ
ア
の
公
教
育
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
英

雄
像
と
も
十
九
世
紀
の
文
学
の
英
雄
像
と
も
異
な
る
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

な
英
雄
像
、
反
フ
ァ
シ
ス
ト
的
な
モ
デ
ル
を
提
供
し
た
の
だ
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
も
、
エ
ー
コ
の
場
合
、
漫
画
が
ア
メ
リ

カ
文
化
の
受
容
に
お
い
て
決
定
的
な
重
要
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

　
こ
の
小
説
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
さ
ら
に
も
う

一
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
文
化
が
混
乱
や
矛
盾
、
非
一
貫

性
、
分
裂
の
感
覚
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
は
ア
メ
リ
カ
文
化
の
表
象
だ
け
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
小

説
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
文
化
の
み
な
ら
ず
、
主
人
公
が
フ
ァ
シ
ズ
ム

期
の
子
供
時
代
に
受
容
し
た
文
化
全
体
が
混
乱
や
矛
盾
、
非
一
貫
性
、
分

裂
の
感
覚
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
小
説
の
主
人
公
は
個
人
的
な
記
憶
を
喪
失
し
た
と
い
う
設
定
で

あ
る
。
主
人
公
は
、
記
憶
を
取
り
戻
す
た
め
、
そ
し
て
自
分
が
ど
の
よ
う

な
人
間
な
の
か
を
理
解
す
る
た
め
に
、
故
郷
の
実
家
に
赴
き
、
家
の
書
斎

や
屋
根
裏
部
屋
や
礼
拝
堂
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
る
膨
大
な
品
々
、
子
供
時

代
に
受
容
し
た
文
化
作
品
（
小
説
・
音
楽
・
映
画
・
音
楽
な
ど
）
に
向
か
い

合
う
。
本
来
は
懐
か
し
い
思
い
出
が
あ
る
は
ず
の
子
供
時
代
の
品
々
を
、

記
憶
喪
失
の
主
人
公
は
「
考
古
学
者
」
の
よ
う
に
観
察
・
分
析
し
、
そ
れ

ら
の
品
々
の
性
質
や
機
能
に
つ
い
て
推
測
・
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
自
分

が
ど
の
よ
う
な
子
供
時
代
を
過
ご
し
た
の
か
を
推
測
し
、
そ
の
よ
う
な
子

供
時
代
を
過
ご
し
た
自
分
と
は
ど
の
よ
う
な
人
間
な
の
か
を
理
解
し
よ

う
と
す
る
。

　
主
人
公
の
子
供
時
代
は
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
前
半
に

設
定
さ
れ
て
お
り
、
主
人
公
の
子
供
時
代
の
品
々
は
、
エ
ー
コ
の
子
供
時

代
の
品
々
で
あ
る
と
と
も
に
、
エ
ー
コ
の
同
世
代
の
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人

の
子
供
時
代
に
共
通
す
る
品
々
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
子

供
が
経
験
し
た
文
化
状
況
は
、
地
域
や
社
会
階
層
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

主
人
公
の
子
供
時
代
の
品
々
か
ら
浮
か
び
上
が
る
記
憶
は
、
エ
ー
コ
と
同

世
代
の
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
に
共
通
す
る
集
団
的
な
記
憶
だ
と
言
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
主
人
公
の
子
供
時
代
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と

い
う
問
い
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
多
く
の
イ
タ
リ
ア
の
子
供
た
ち
が
受
容

し
て
い
た
文
化
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
と
も

重
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
小
説
は
、
主
人
公
の
子
供
時
代
の
品
々
に
関
す

る
主
人
公
の
観
察
・
推
測
・
考
察
か
ら
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
文
化
の
複
雑

で
多
面
的
な
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
こ
で
浮
か
び
上
が
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
文
化
に
つ
い
て
、
主
人
公

は
繰
り
返
し
矛
盾
や
分
裂
、
非
一
貫
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
こ
の
小
説
の
な
か
で
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
文
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
裂

や
矛
盾
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
イ
タ
リ
ア
の
公
教
育
や

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
示
さ
れ
る
世
界
観
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
大
衆
文
化
（
漫

画
、
大
衆
小
説
、
映
画
な
ど
）
の
な
か
で
示
さ
れ
る
そ
れ
と
の
大
き
な
差
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異
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
小
説
で
は
、
公
教
育
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
内
部
に
お
け
る

分
裂
や
矛
盾
も
描
か
れ
て
い
る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
は
革
新
性
と
保
守

性
、
伝
統
と
近
代
性
な
ど
、
矛
盾
す
る
よ
う
な
理
想
を
公
教
育
や
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
を
通
し
て
発
し
て
い
た
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の
打
ち
出
し
た
理
想

そ
の
も
の
が
一
貫
性
に
欠
け
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
こ
の
小
説
で
は

分
裂
や
矛
盾
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

64
。

　
そ
の
な
か
で
主
人
公
が
当
時
受
容
し
た
ア
メ
リ
カ
文
化
や
ア
メ
リ
カ

の
イ
メ
ー
ジ
も
、
非
一
貫
性
や
分
裂
、
矛
盾
や
混
乱
の
感
覚
を
伴
う
も
の

と
し
て
表
れ
て
い
る
。
前
述
の
通
り
、
こ
の
小
説
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ
文

化
（
特
に
ア
メ
リ
カ
の
漫
画
）
は
、
主
人
公
に
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
モ
デ

ル
を
提
供
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
こ
の
小
説
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ

文
化
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
モ
デ
ル
」
や
「
独
裁
者
と
闘

う
英
雄
」
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
に
は
限
ら
れ
て
い
な
い
。

　
例
え
ば
、
こ
の
小
説
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
文
化
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
必
ず
し

も
常
に
対
立
的
・
対
照
的
な
関
係
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
少
し
形
を

変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
、
フ
ァ
シ
ズ

ム
と
共
存
し
て
い
た
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
浮
か
び
上
が
る
。
次
の
箇
所

で
は
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
・
ビ
ル
の
物
語
が
、
ア
メ
リ
カ
と
の
開
戦
以
降
に

「
イ
タ
リ
ア
人
英
雄
」
の
物
語
と
し
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
て

い
る
。印

象
深
か
っ
た
の
は
、
表
紙
に
「
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
・
ビ
ル

―
大
草
原
の

英
雄
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
の
に
、
内
側
の
表
題
見
出
し
は
「
バ
ッ
フ
ァ

ロ
ー
・
ビ
ル

―
大
草
原
の
イ
タ
リ
ア
人
英
雄
」と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
っ

た
［
…
］
一
九
四
二
年
に
は
確
か
ぼ
く
ら
は
す
で
に
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争

に
突
入
し
て
い
て
、
こ
の
こ
と
が
す
べ
て
を
説
明
し
て
い
た
。
出
版
社

（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ネ
ル
ビ
ー
ニ
）
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ
ー
デ
ィ
が
安
心

し
て
ア
メ
リ
カ
人
で
い
ら
れ
た
時
代
に
そ
れ
ら
の
表
紙
を
印
刷
し
、
そ
の

あ
と
英
雄
は
必
ず
イ
タ
リ
ア
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
め
ら
れ
た
。

経
済
的
な
理
由
か
ら
、
古
い
色
刷
り
の
表
紙
は
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
第
一

ペ
ー
ジ
だ
け
を
組
み
直
す
し
か
な
か
っ
た
の
だ
。
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ま
た
、
ア
メ
リ
カ
と
の
開
戦
以
降
に
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
広
め
ら
れ
て

い
っ
た
こ
と
も
語
ら
れ
て
い
る
。
第
九
章
で
は
、
自
由
の
女
神
と
摩
天

楼
を
背
景
に
攻
撃
的
な
表
情
で
拳
を
突
き
出
す
ユ
ダ
ヤ
人
の
イ
ラ
ス
ト

や
、
に
や
け
た
表
情
で
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
腰
に
手
を
か
け
る
ア
フ

リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
兵
士
の
イ
ラ
ス
ト
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り

66
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
否
定
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
人
種
差
別
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　
第
十
一
章
で
は
、
主
人
公
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
映
画
雑
誌
を
め
く
り
、

そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
多
く
の
ア
メ
リ
カ
映
画
の
写
真
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ズ
音
楽
を
想
起
す
る
。
主
人
公
の
頭
の
な
か
に
自
然
に
流
れ
て

き
た
の
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
イ
タ
リ
ア
化
さ
れ
た
ジ
ャ
ズ
、
言
い
換
え

れ
ば
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
音
楽
で
あ
る
こ
と
を
隠
す
た
め
に
イ

タ
リ
ア
語
の
タ
イ
ト
ル
を
付
け
ら
れ
、
歌
詞
を
取
り
除
く
か
イ
タ
リ
ア
語

の
歌
詞
に
変
え
て
演
奏
さ
れ
た
ジ
ャ
ズ
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
面
で
主
人
公

は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

要
す
る
に
ぼ
く
は
、
ジ
ャ
ズ
と
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
イ
ン
と
礼
拝
堂
の
漫
画
に
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ま
ぎ
れ
て
イ
ギ
リ
ス
人
の
悪
口
を
言
い
、
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
汚
す
ア

メ
リ
カ
の
「
黒
ん
ぼ
」
か
ら
わ
が
身
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
学
び

つ
つ
、
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
た
の
だ
、
と
同
時
に
、
海
の
対
岸
か
ら
く

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
渇
き
を
癒
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
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こ
の
箇
所
で
は
、
子
供
時
代
の
主
人
公
が
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
よ
る
ア

メ
リ
カ
の
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
吸
収
し
な
が
ら
も
、
ア
メ
リ
カ
の
大
衆

文
化
に
よ
っ
て
精
神
的
な
乾
き
を
癒
し
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　
評
論
「
反
ア
メ
リ
カ
的
三
世
代
の
ア
メ
リ
カ
神
話
」
や
小
説
『
女
王
ロ

ア
ー
ナ
、
神
秘
の
炎
』
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
エ
ー
コ
に
と
っ
て
の
ア
メ

リ
カ
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
過
ご
し
た
子
供
時
代
の

記
憶
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
・
モ
デ
ル
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
文
化
の
イ
メ
ー

ジ
、
そ
し
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
精
神
的
な
渇
き
を
癒

す
も
の
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
や
カ
ル

ヴ
ィ
ー
ノ
に
と
っ
て
の
ア
メ
リ
カ
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
と
共
通
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
子
供
時
代
の
記
憶
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ

の
中
心
に
あ
る
の
が
漫
画
で
あ
る
と
い
う
点
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
文
化
の
矛
盾
や

分
裂
の
問
題
と
結
び
つ
い
て
い
る
点
も
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
や
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ

の
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
公
教
育
の
分
野
で
も
大
衆
文
化
の
分
野
で
も
そ
の

文
化
的
な
統
制
を
強
め
て
い
っ
た
一
九
三
〇
年
代
か
ら
戦
争
期
の

一
九
四
〇
年
代
前
半
に
子
供
時
代
を
過
ご
し
た
エ
ー
コ
は
、
公
教
育
や
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
も
大
衆
文
化
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
す
る
要
素
が
混
ざ

り
合
っ
た
状
態
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
文
化
を
無
意
識
的
に
吸
収
し
た
と

言
え
る
。
自
ら
が
子
供
時
代
に
無
意
識
的
に
吸
収
・
内
面
化
し
た
フ
ァ
シ

ズ
ム
期
の
文
化
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
か
と
い
う
問
題
は
エ
ー
コ
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
小
説『
女
王
ロ
ア
ー
ナ
、

神
秘
の
炎
』
に
お
い
て
エ
ー
コ
は
自
身
の
世
代
の
思
い
出
の
品
々
に
つ
い

て
た
だ
懐
か
し
く
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
記
憶
喪
失
の
主
人
公
を
通

し
て
、
そ
の
品
々
の
性
質
や
機
能
に
つ
い
て
考
え
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
文

化
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
な
か
で
生
ま
れ
育
っ

た
自
分
た
ち
は
何
者
な
の
か
と
い
う
問
題
に
向
か
い
合
っ
て
い
る
。

【
付
記
】

本
稿
は
、
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
・
若
手
研
究
（
研
究
代
表
者
：
小
久

保
真
理
江
）「
二
〇
世
紀
前
半
の
イ
タ
リ
ア
芸
術
文
化
に
お
け
る
ア
メ
リ

カ
へ
の
眼
差
し
」（
課
題
番
号
： 19K

13132

）
の
研
究
成
果
の
一
つ
で
あ

る
。
ま
た
本
稿
は
二
〇
一
九
年
十
二
月
五
日
に
総
合
文
化
研
究
所
で
開

催
さ
れ
た
講
演
会
「L’A

m
erica raccontata dagli scrittori italiani

（
イ

タ
リ
ア
の
作
家
た
ち
が
語
っ
た
ア
メ
リ
カ
）」
に
お
け
る
筆
者
の
口
頭
発
表

「L’A
m

erica di Pavese, C
alvino ed Eco

（
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
、

エ
ー
コ
の
ア
メ
リ
カ
）」
の
内
容
を
日
本
語
で
ま
と
め
大
幅
に
加
筆
し
た

も
の
で
あ
り
、
内
容
は
一
部
、
拙
著
博
士
論
文Pavese tra letteratura 

ecinem
a: nuove prospettive sul m

ito am
ericano

（
二
〇
一
二
年
）
及
び
、

講
演
会
「
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
と
イ
タ
リ
ア
の
記
憶
」
に
お
け
る
筆
者

の
口
頭
発
表
「
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
文
化

の
記
憶
」（
二
〇
一
八
年
六
月
二
一
日
、
総
合
文
化
研
究
所
）
と
重
複
す
る
と
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小久保真理江「アメリカへのまなざし―パヴェーゼ、カルヴィーノ、エーコ―」/
KOKUBO, Marie. "Gazes on America―Pavese, Calvino, and Eco―"

—
 

Es
sa

ys
　
—

こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

註１
　
本
論
で
は
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
」
の
意
味
で
「
ア
メ
リ
カ
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
。

２
　
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
、
共
産
党
の
日
刊
紙
『
ウ
ニ
タ
（L’U

nità

）』（
一
九
四
七
年
十
月

二
六
日
）
に
こ
の
書
評
を
発
表
し
た
。

３
　G

ian C
arlo Ferretti, L’editore C

esare Pavese, Torino, Einaudi, 2017, p. 86.

４
　M

ichele M
artino (ed.), C

alvino editor e ufficio stam
pa. D

al N
otiziario Einaudi 

ai C
entopagine, Rom

a, O
blique Studio, 2012, p. 9.

５
　U

m
berto Eco, “L’ultim

a estate di Pavese,” la Repubblica, 29 agosto 2011. 

https://ricerca.repubblica.it/repubblica/archivio/repubblica/2011/08/29/ultim
aes-

tate-di-pavese.htm
l (accessed 2019-01-05)

６
　U

m
berto Eco, C

onfessions of a Young N
ovelist, C

am
bridge, M

A
; London, 

England, H
arvard U

niversity Press, 2011, p. 62. ( 

邦
訳
：
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ

『
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
の
小
説
講
座

―
若
き
作
家
の
告
白
』
和
田
忠
彦
・
小
久

保
真
理
江
訳
、 

筑
摩
書
房
、
二
〇
一
七
年
、
七
四
―
七
五
頁 )

7
　
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
イ
ギ
リ
ス
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
作
家
の
小
説
も
翻
訳
し
て
い
る

が
、
ア
メ
リ
カ
文
学
の
方
に
よ
り
傾
倒
し
て
い
た
。
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
翻
訳
に
よ
り
出

版
さ
れ
た
小
説
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
出
版
地
・
出
版
社
の
情
報
は
省
略
す
る
）。

ア
メ
リ
カ
の
作
家
： Sinclair Lew

is, Il nostro signor W
renn (O

ur M
r. W

renn), 

1931; H
erm

an M
elville, M

oby D
ick, 1932; Sherw

ood A
nderson, Riso Nero (D

ark 

Laughter), 1932; John D
os Passos, 42° parallelo (The 42nd Parallel), 1934; 

John D
os Passos, U

n m
ucchio di quattrini (The Big M

oney), 1938; John Stein-

beck, U
om

ini e topi (O
f M

ice and M
en), 1938; G

ertrude Stein, Autobiografia di 

Alice Toklas (The Autobiography of Alice B.Toklas), 1938; G
ertrude Stein, Tre 

esistenze (Three Lives), 1940; H
erm

an M
elville, Benito C

ereno, 1940; C
hristo-

pher M
orley, Il cavallo di Troia (The Troian H

orse), 1941; W
illiam

 Faulkner, 

Il borgo (The H
am

let), 1942. 

イ
ギ
リ
ス
及
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
作
家
： Jam

es 

Joyce, D
edalus (Portrait of the Artist as a Young M

an), 1933; D
aniel D

efoe, 

Fortune e sfortune della fam
osa M

oll Flanders (M
oll Flanders), 1938; C

harles 

D
ickens, D

avid C
opperfield, 1939; R

obert H
enriques, C

apitano Sm
ith (C

aptain 

Sm
ith and C

am
pany), 1947. 

小
説
以
外
の
翻
訳
に
は
、G

eorge M
acaulay Trev-

elyan, La rivoluzione inglese del 1688-89 (The English Revolution, 1688-1698), 

1940

が
あ
る
。
ま
た
、一
九
三
三
年
にFrassinelli

社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
ミ
ッ
キ
ー

マ
ウ
ス
の
冒
険
（Le avventure di Topolino

）』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
二
冊
の
絵
本

の
翻
訳
に
も
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
関
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
翻
訳
者
と
し
て
の
名
前
は

表
に
出
し
て
い
な
い
。
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
絵
本
と
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
は
、A

nalisa Stancanelli, Pavese, Vittorini e Topolino: Topolino negli anni 

Trenta e Q
uaranta, Tricase, Youcanprint, 2015

を
参
照
。

8
　
ロ
ド
カ
ナ
ー
キ
の
翻
訳
の
仕
事
や
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ー
ニ
な
ど
の
作
家
と
の
関
係
性
に

つ
い
て
は
以
下
の
文
献
が
あ
る
。G

iuseppe M
arcenaro, U

na am
ica di M

ontale.

Vita di Lucia Rodocanachi, M
ilano, C

am
unia, 1991; Valerio Ferm

e, “C
he ve 

ne sem
bra dell’A

m
erica? : N

otes on Elio V
ittorini’s Translation W

ork and W
il-

liam
 Saroyan,” Italica, vol. 75, no. 3 (A

utum
n 1998), pp. 377-398; Jane D

unnet, 

“Translation and concealm
ent: the lost voice of Lucia R

odocanachi,” Journal of 

Rom
ance Studies, vol. 4, no. 2 (2004), pp. 37-53; Franco C

ontorbia (ed.), Lucia 

Rodocanachi, le carte, la vita, Firenze, Società Editrice Fiorentina, 2006; A
nna 

C
hiara C

avallari, Edoardo Esposito (eds.), Si diverte tanto a tradurre? Lettere a 

Lucia Rodocanachi 1933-1943, M
ilano, A

rchinto, 2016.

9
　
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
イ
タ
リ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の
友
人
ア
ン
ト
ニ
オ
・
キ
ウ
ミ
ナ
ッ
ト



74

—
　

自
 由

 論
 文

　
—

東京外国語大学総合文化研究所　総合文化研究　第 23 号（2019）
Tokyo University of Foreign Studies, Trans-Cultural Studies, Vol. 23 (2019)

に
英
語
表
現
に
関
す
る
質
問
は
し
て
い
た
が
、
下
訳
の
依
頼
は
行
っ
て
い
な
い
。
パ

ヴ
ェ
ー
ゼ
と
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ー
ニ
の
翻
訳
に
つ
い
て
詳
し
く
分
析
し
た
研
究
と
し
て

は
以
下
の
文
献
が
あ
る
。Valerio Ferm

e, Tradurre è tradire. La traduzione com
e 

sovversione culturale sotto il fascism
o, R

avenna, Longo editore, 2002.

10
　D

onald H
einey, Am

erica in M
odern Italian Literature, N

ew
 B

runsw
ick, 

R
utgers U

niversity Press, 1964; A
m

anda G
uiducci, Il m

ito Pavese, Firenze, 

Vallechi, 1967; D
om

inique Fernandez, Il m
ito dell’Am

erica negli intellettuali 

italiani, C
altanissetta-R

om
a, Salvatore Sciascia editore 1969; N

icola C
arducci, 

G
li intellettuali e l’ideologia am

ericana nell’Italia letteraria degli anni Trenta, 

M
andria, Lacaita 1973 

な
ど
。

11  C
esare Pavese, “Ieri e oggi,” in Id., La letteratura am

ericana e altri saggi, To-

rino, Einaudi, 1951, p. 193.

12
　Ibid., p. 196.

13  C
laudio A

ntonelli, Pavese, Vittorini e gli am
ericanisti: il m

ito dell’Am
erica, 

B
agno a R

ipoli, Edarc, 2008, p. 21; Fabio Ferrari, M
yths and C

ounter-M
yths 

of Am
erica. N

ew
 W

orld Allegories in 20th-C
entury Italian Literature and Film

, 

R
avenna, Longo Editore, 2008, p. 81.

14  

こ
の
時
代
の
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
感
情
や
態
度
が
両
義
的

で
複
雑
で
あ
り
単
純
な
二
項
対
立
図
式
に
回
収
で
き
な
い
こ
と
は
、
以
下
の
研
究

で
も
示
さ
れ
て
い
る
。A

ntonelli, op. cit.; Ferrari, op. cit.; Em
ilio G

entile, “Im
-

pending M
odernity: Fascism

 and the A
m

bivalent Im
age of the U

nited States,” 

Journal of C
ontem

porary H
istory, vol. 28, no. 1 (1993), pp. 7-29; A

m
bra M

eda, 

Al di là del m
ito: scrittori italiani in viaggio negli Stati U

niti, Firenze, Vallec-

chi, 2011.

15
　
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
と
ア
メ
リ
カ
文
学
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
著
博
士
論
文
（M

arie 

K
okubo, Pavese tra letteratura e cinem

a: nuove prospettive sul m
ito am

ericano,

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
・
東
京
外
国
語
大
学, 2012

）
で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

16
　
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
『
月
と
か
が
り
火
』（
新
装
版
）
米
川
良
夫
訳
、白
水
社
、

一
九
九
二
年
、
二
九
頁
。 ( C
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